
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小金井市教育委員会 

平成３０年度 

小金井市教育委員会の権限に属する事務の 

管理及び執行の状況の点検及び評価報告書 

（評価対象：平成２９年度事業） 

 



 

 

は じ め に 

 

 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等については、地

方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条の中で「教育委員会は、毎

年、教育委員会における活動状況について点検及び評価を行い、その結果に

関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければな

らない。」と定められています。また、同条第２項では、「点検及び評価を行

うに当たっては、学識経験者の知見の活用を図るもの」とされているところ

です。 

 小金井市教育委員会では、平成２０年１月に定めた教育目標及び平成２４

年２月に策定した基本方針の実現に向け、「第２次明日の小金井教育プラン」

及び「第３次小金井市生涯学習推進計画」に基づいて推進する「教育施策」

に係る主な事業（６８事業）について「点検及び評価表」を作成することと

しています。 

平成３０年度（平成２９年度事業評価）については、３人の学識経験者か

らいただいた貴重なご意見を踏まえ、以下のとおり評価報告書を作成しまし

た。 

 

小金井市教育委員会 
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小金井市教育委員会の教育目標 

 

小金井市教育委員会は、「萌えるみどりのふるさと小金井」の市民の育成

を目指し、平成２０年第１回小金井市教育委員会臨時会において、以下の教

育目標を可決しています。 

 

 

教 育 目 標 

 

小金井市教育委員会は、子供たちが幅広い知識と教養を身に付

けるとともに、道徳心にあふれ、健康で人間性豊かに成長するこ

とを願い 

 ○ 自他の生命と人格を尊重し、礼儀正しく思いやりのある人 

 ○ 社会のルールを身に付け、社会貢献に努める人 

 ○ 自ら学び考え続ける、個性と創造力豊かな人 

の育成に向けた教育を推進する。 

 また、すべての市民が生涯を通じ、あらゆる場で学び、支え合

い、互いに高め合うことを目指していく。 

 そして、家庭、学校及び地域のそれぞれが役割と責任を果たし

ながら、相互の連携と協力による教育を推進する。 

 

 

（平成２０年１月２４日 小金井市教育委員会決定） 
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小金井市教育委員会の基本方針 

 

【 基本方針１ 「人権尊重の精神」と「社会貢献の精神」の育成 】 

 すべての子供たちが、人権尊重の理念を正しく理解するとともに、思

いやりの心や社会生活の基本的ルールを身に付け、社会に貢献しようと

する精神をはぐくむことが求められる。 

 そのために、人権教育及び心の教育を充実するとともに、権利と義務、

自由と責任についての認識を深めさせ、公共心をもち自立した個人を育

てる教育を推進する。 

 

【 基本方針２ 「個性」と「創造力」の伸長 】 

 国際社会に生き社会の変化に対応できるよう、子供たち一人一人の豊

かな人間性を育成することが求められる。 

 そのために、子供たちの個性と創造力を伸ばす教育を重視するととも

に、国際社会に生きる日本人を育成する教育を推進する。 

 

【 基本方針３ 「信頼される学校づくり」と「確かな学力」の確立 】 

 子供たちに、基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得とともに、思

考力・判断力・表現力等を育成することが求められる。 

 そのために、教員の授業力向上を図るとともに、保護者や地域に信頼

される魅力ある学校づくりを目指した学校経営を支援する。 

 

【 基本方針４ 「生涯学習」と「文化・スポーツ」の振興 】 

 市民一人一人が生涯にわたって学び、その成果を社会に還元できるよ

うにするとともに、次代を担う子供たちの健やかな成長を社会全体で支

えることが求められる。 

 そのために、学校・家庭・地域の教育力を高め、その連携が進むよう

支援するとともに、市民が生涯を通じて、自ら学び、文化・スポーツに

親しみ、社会参加できる機会の充実を図る。 

 

（平成２４年２月１４日 小金井市教育委員会決定） 
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平成２９年度教育施策 

 小金井市教育委員会では、「教育目標」及び「基本方針」を実現するため

の「第２次明日の小金井教育プラン」・「第３次生涯学習推進計画」に基づき、

総合的に教育施策を推進するため、平成２９年度の教育施策を下記のとおり

定めました。 

 

１ 知育・徳育・体育の推進 

 ⑴ 学力の向上 

  ア 教員の授業力向上 

   （ア） 基礎的・基本的な知識・技能を確実に身に付け、それらを活用

する問題解決型の学習を取り入れることで思考力・判断力・表現力

等の育成を図る。また、「主体的・対話的で深い学び」の実現とい

う視点からの授業改善を図る。 

   （イ） 教員の教科等の専門性や実践的指導力、幅広い識見を高め、授

業力を一層向上させるために全教員が外部講師等を招いた研究授

業に取り組む。また教職経験や職層に応じた研究・研修の充実を図

る。 

（ウ） 「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業を展開するために、

年間指導計画の充実、授業改善推進プランの作成・活用、児童・生

徒による授業評価の実施、授業公開の充実を図る。  

  （エ） 学習指導要領に基づいた年間指導計画の適正な作成と実施及び

評価の実施、教員の授業力向上に関する研修の充実を図る。 

 イ 学校における個別学習支援の充実 

  （ア） 学生ボランティアや地域の教育資源等を活用し、授業の指導補助、

放課後や夏季休暇等の補助学習を実施する等、確かな学力の定着を

図る。 

  （イ） 東京学芸大学等と連携して放課後等の学習指導員等を確保し、補

充学習と個別学習支援の充実を図る。 

  ウ 家庭学習の充実 

   （ア） 学校と家庭が連携して家庭学習の習慣化を図るとともに、宿題

や予習・復習などの学習課題の充実を図る。 

   （イ） 家庭学習のすすめや保護者向け資料「ハートコンタクト」を作

成し、家庭での学習習慣の確立やそのための方法等についての啓発

を図る。 

  エ 情報教育の充実・教育の情報化 

   （ア） 家庭・地域との連携の下、ＩＣＴ機器の正しい使い方やインタ

ーネットやＳＮＳ等の利用に関するモラルやマナーを身に付ける

ための情報モラル教育の充実を図る。 

   （イ） 授業において、効果的にＩＣＴ機器を活用することで、児童・

生徒の情報活用能力を高めるとともに、学習内容への興味関心を引
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き、わかりやすい授業を展開する。また、教員研修の充実を図る。 

 ⑵ 心の教育 

  ア 人権教育の充実 

   （ア） 教育活動全体を通じて、人権尊重の理念の定着を図るために人

権教育を一層推進し、偏見と差別のない望ましい人間関係を確立す

る。 

   （イ） いじめは、人間として絶対に許されない人権侵害である。「い

じめのないまち小金井宣言」の実現に向け、小金井市いじめ防止基

本方針及び学校いじめ防止基本方針に基づき、学校と家庭、地域社

会が連携し「いじめを絶対に許さない」ことを児童・生徒の心に浸

透させる。 

   （ウ） 小金井市子どもの権利に関する条例のリーフレット、人権教育

プログラム（東京都教育委員会）等を活用し、権利と義務、自由と

責任についての認識を深めさせ、鋭い人権感覚を身に付けた自立し

た個人を育てる教育を推進する。 

   （エ） 小金井市男女平等基本条例の男女両性の本質的平等の理念に基

づき、男女が互いの違いを認めつつ、個人として尊重されることを

児童・生徒に理解させ、その具現化を図る男女平等教育を推進する。 

  イ 豊かな心の育成 

   （ア） 児童・生徒が、自他をいつくしみ、かけがえのない生命や自然

を大切にする等、思いやりの心を育み、人間性豊かに成長できるよ

う心の教育の充実を図る。 

   （イ） 児童会・生徒会が主体となって、道徳心や公共心、礼儀正しく

生活できる力が育つような校内の取組を推進する。  

   （ウ） 東京オリンピック・パラリンピックの開催に向け、その歴史や

意義を学んだり、我が国と世界の国々の歴史や文化、習慣等を体験

したりすることで、進んで平和な社会の実現に貢献しようとする児

童・生徒を育成する。 

   （エ） 家庭や地域と連携した道徳教育の推進や道徳授業地区公開講座

の充実を図り、社会の一員としての自覚を高め、規範意識を育む教

育を推進するとともに、郷土小金井を愛し共に生きる子供を育成す

る。 

  ウ 教育相談の充実 

   （ア） いじめや不登校、暴力行為等、児童・生徒が抱える多様な課題

の解決に向け、早期発見・早期対応ができる学校の組織体制の構築、

強化を推進するとともに、教員研修の充実を図る。  

   （イ） 児童・生徒が抱える多様な課題等の対応に当たっては、状況に

応じて関係機関等との連携を図りながら、組織的な対応の充実に取

り組む。 

   （ウ） 不登校等の課題に対応するため、スクールカウンセラーを学校

の生活指導や教育相談組織の中で活用することで、学校の教育相談
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機能を充実させる。また、教育相談所、もくせい教室及び他の相談

機関との連携を深め、児童・生徒等に対する教育相談体制の充実を

図る。 

   （エ） スクールソーシャルワーカーを派遣し、児童・生徒が置かれた

様々な環境への働きかけや関係機関とのネットワークを活用する

ことで、児童虐待や家庭の状況等に起因する問題行動等の未然防止、

早期発見及び改善を図る。 

  エ 社会貢献精神の育成 

   （ア） 社会の一員としての自覚を高め、規範意識等を育むために、教

育計画に基づき、教職員の適切な指導のもと、社会体験活動やボラ

ンティア活動等の充実に努める。 

   （イ） 職場体験学習の充実を図り、望ましい勤労観・職業観を育むと

ともに、子供たちの生き方指導や進路に関する指導の充実を図る。 

  オ ふるさと教育の推進 

（ア） 日本や世界の伝統・文化に触れる異文化教育や小金井市に由来す

る人物、風土、環境等を学ぶふるさと教育を通じて、多様な文化や

郷土に対する理解を深めるとともに、国際的視野を広める教育を推

進する。 

   （イ） 児童・生徒及び教員が、郷土の自然や人、社会や文化、産業と

触れ合う機会を充実させ、ふるさとのよさの発見や愛着心を育むた

めに、積極的に地域と関わる。 

 ⑶ 健康教育 

  ア 食育の推進 

    食育リーダーによる指導方法の研究を行い、食育を推進する。新入

生に食育リーフレットを配布することで、家庭における食生活の大切

さの理解向上を図る。また、給食では、地場野菜を活用し、和食献立

を充実させる。 

  イ 児童・生徒の体力向上 

   （ア） 東京オリンピック・パラリンピックに関連した体験や活動を通

して、児童・生徒が積極的に運動やスポーツに親しみながら、体力

の向上を図る。 

（イ） 体力向上推進委員会による児童・生徒の体力調査の実施、分析を

もとに体育的活動の改善に努め、体力のさらなる向上を図る。 

（ウ） 関係機関と連携した保健教育を推進し、健康で安全な生活を送る

能力や態度の育成を図る。 

 ⑷ 福祉教育 

  心のバリアフリー事業の推進 

   ア 障害のある人との交流活動や福祉体験活動等に取り組み、自他を

尊重する心や障害についての理解教育の充実を図る。  

   イ 障害のある人との相互理解を深め、共に助け合い、支え合って生

きていくことの大切さを学ぶための交流教育の充実や副籍制度に
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基づいた交流及び共同学習を推進する。 

 ⑸ 特別支援教育 

  特別支援教育の充実 

   ア 障害のある児童・生徒の教育的なニーズに応じた多様な学びの推

進に向け、巡回相談、専門相談、校内委員会を充実させる。  

   イ 障害のある児童・生徒の教育的なニーズに応じた指導、支援の充

実に向け特別支援教室の設置や効果的な活用、合理的配慮の提供等

についての研究を推進する。 

   ウ 特別支援教育にかかわる教員の資質、能力を高めるために、特別

支援学級設置校長会、特別支援学級推進委員会、特別支援教育研修

会を充実させる。 

   エ 特別支援教育支援員を配置し、学校における学習支援や日常生活

上の介助等を含め、特別な支援が必要な児童・生徒の支援を一層充

実させる。 

   オ 特別な支援を必要とする子供のライフステージに応じた効果的

な支援を実現するために、特別支援教育研修会や市民等を対象とし

た講演会の開催、関係する福祉担当部局と連携することで、支援体

制の充実を図る。 

２ 教育環境の整備 

 ⑴ 地域連携 

  学校地域連携の推進 

ア 校長のリーダーシップのもとに、学校の自主性と自律性を確立し、 

学校、家庭、地域と連携・協力した特色ある教育活動を推進するこ 

とで各校の教育力の向上を図る。 

   イ 小金井市公立学校運営連絡会による保護者や地域住民の参画や

積極的な授業公開の実施等、開かれた学校づくりを一層推進する。 

   ウ 学校評価に基づき、学校の教育活動を積極的に保護者や地域住民

に説明し、効率的で透明性の高い学校運営を推進する。  

   エ 全校で地域や近隣の大学、研究所、高度教育機関等との連携を深

め、地域・外部の人材等を活用した学校支援体制の整備の充実を図

る。 

   オ 保護者や地域住民との一層の連携を図り、登下校時の見守りや、

スクールガードの取組を推進し、通学路や学区域内での児童・生徒

の安全確保に努める。 

 ⑵ ＩＣＴ環境の整備 

  ＩＣＴ機器の整備 

    ＰＣ教室の台数・機器の更新を検討し、児童・生徒の学習環境の向 

上及び情報化への対応を推進するとともに、次期学習指導要領に向け

たＩＣＴ教育環境の整備を計画的に推進する。  

 ⑶ 学校施設 

  学校施設整備の推進 
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   ア 学校教育の質的向上を図るため、施設・設備及び教育機器等の教

材・教具、図書等を充実させるとともに有効活用に努める。  

   イ 安全・安心な教育環境整備づくりに努めるとともに、地域の防災

拠点の機能を併せもつ学校施設としての充実を図る。  

３ 「生涯学習」と「文化・スポーツ」の振興 

⑴ 生涯学習の推進 

ア 市民一人一人が生涯にわたって自ら学び、文化・スポーツに親しみ、

その成果を地域社会の活動に反映できるよう第３次小金井市生涯学

習推進計画に沿って施策の推進に努める。 

イ 学校、家庭、地域がその役割と責任を自覚し、相互に連携協力して

地域全体で教育力を高める活動を推進する。 

ウ 地域の貴重な資源である大学、文化施設、ＮＰＯ等市民団体と連携

して生涯学習施策を推進する。 

エ 退職前後の中高年層を対象として、学習の機会や情報を提供し、地

域活動への参加を推進する。 

オ 市民の学習活動に資するため、市報やホームページ等を活用し、積

極的に情報提供に努める。 

⑵ 青少年教育の推進 

ア 家庭教育の充実を図るため、家庭教育に関する学習の機会や情報提

供の充実を図る。 

イ 子供たちの安全安心な居場所づくりとして、学校、家庭、地域と一

体となって実施している「放課後子ども教室」事業の充実を図る。  

ウ 清里山荘指定管理者と連携し､青少年が豊かな人間関係や社会性を

育んでいくことができるよう、自然体験教室、ふれあい体験教室等多

くの体験活動の機会を提供するとともに、自然や科学に対する関心を

深め、創造性豊かな青少年の育成に努める。 

⑶ スポーツ・レクリエーション活動の推進 

ア 幼児期から高齢者までの市民が、スポーツ・レクリエーションに親

しむ機会の場を提供し、健康・体力づくりを推進する。小金井市スポ

ーツ推進計画を、スポーツ関係団体や市民と協働して推進する。 

イ 楽しむスポーツから競技スポーツまで、幅広いスポーツ・レクリエ

ーションの振興を図るため、スポーツ団体の活動を支援する。  

ウ 誰でも、いつでも気軽にスポーツすることができる環境づくりとし

て総合型地域スポーツクラブの活動を支援する。  

エ スポーツ・レクリエーションの普及のため、スポーツ団体と連携し

て、指導者の育成・派遣等の指導体制の充実を図る。  

⑷ 文化財の保存と啓発活動の推進 

ア 貴重な文化遺産を後世に継承していくため、埋蔵文化財の調査・保

存・市指定文化財の保存及び郷土芸能の伝承を支援していくとともに、

文化財センターの機能の充実を図る。 

イ 市民の郷土に対する理解を深め、市勢発展に資するため、「小金井
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市史」資料編・通史編を「小金井市史編さん年次計画」に基づき、順

次刊行する。 

ウ 市民が生涯を通じて、地域の歴史や文化財に親しむことができるよ

う、文化財等の解説や学習団体の支援の充実を図る。  

エ 史跡玉川上水、名勝小金井（サクラ）の整備活用を通して、東京都

及び市民団体と協働してヤマザクラ並木の歴史的景観を復活させる

等、協働のまちづくりを推進する。 

⑸ 公民館の充実 

ア 誰もが気軽に立ち寄り、共に学び、共にふれあう身近な公民館運営

に努める。 

イ 公民館運営に公民館運営審議会委員、企画実行委員の他、市民参加

を図り、関連諸機関や市民団体とも協働して充実を図る。  

ウ 事業の実施には、地域社会との連携に努め、団体・サークルやＮＰ

Ｏ法人等の諸機関・諸団体とも協力して充実を図る。  

エ 主催講座については、地域的・今日的な課題、心豊かに生きること

のできる学びの充実を図り、市民の自主的・自発的な学習活動の推進

を支援する。 

オ 市民の学習活動に機材・教材を提供し、活動の場の環境整備に努め

る。 

カ 広報活動に市民も参加し、情報の提供に努める。  

キ これまでの公民館が果たしてきた役割を踏まえ、時代にふさわしい

公民館の在り方について市民を交えて検討する。  

⑹ 図書館の充実 

ア 「いつでも」、「どこでも」、「だれでも」、「なんでも」利用で

きる図書館運営に努める。 

イ 「小金井市立図書館運営方針（改訂版）」に基づき、図書館施策を

推進して行く。 

ウ 子供の読書活動推進のため、「第３次小金井市子ども読書活動推進

計画」に沿って施策の推進に努める。 

エ 図書館の利便性向上のため、市民用インターネット端末の設置、電

子図書の導入、様々なデータベースの提供、資料用ＩＣタグの導入な

どのＩＣＴ化推進について検討を進める。 

オ 将来の生涯学習の充実と発展を図るため、市民ニーズに沿った中央

図書館の整備も含め、図書館の在り方について市民を交えて検討する。 

⑺ 社会教育施設の整備 

ア 市民の学習・文化活動及び集会の場として、施設の整備充実を図る。 

イ 市民のスポーツ・レクリエーション活動の場として、施設の整備充

実を図る。 

ウ 公民館、図書館、体育館、学校など既存施設の有効活用を積極的に

推進する。 

エ 震災の経験を踏まえた施設のあり方を検討する。  



9 

 

教育施策・主要事業 

教育目標・基本方針・各計画・教育施策の関係 

 

 

 

○理念的な原理・原則 

 

 

 

 

 

 

 

○中期的な計画 

 

 

 

 

 

○当該年度の短期的な計画 

（毎年度策定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小金井市教育委員会の 

教育目標・基本方針 

「第２次明日の小金井教育プラン」（学校教育） 

 

「第３次小金井市生涯学習推進計画」（生涯学習） 

小金井市教育委員会が目指す教育の実現 
 

小金井市教育委員会は、「教育目標」及び「基本方

針」の実現に向け「第２次明日の小金井教育プラン」

と「第３次小金井市生涯学習推進計画」を策定してい

ます。 

これらの中期的な計画に基づき、当該年度に実施す

る「教育施策」及び「主要事業」を明確化することが

できるようにします。 

これらの「教育施策」及び「主要事業」等を推進し

ていくことで、小金井市教育委員会が目指す教育を実

現していきます。 
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平成３０年度 点検及び評価対象事業（平成２９年度実施事業） 

【学校教育】 施策 点検及び評価対象項目名 担当

1 学力の向上 ⑴ 教員の授業力向上 1 全教員による講師を招いた授業研究の実施 指導室

2 学校における校内研究等の実施 指導室

3 授業力向上に関する教員研修の実施 指導室

⑵ 学校における個別学習支援の充実 4 東京学芸大学との連携事業による学習支援の実施 指導室

5 地域及び学生ボランティア等の人数拡大 指導室

6 放課後及び夏季休業日等における補充的な学習の実施 指導室

7 個別指導による授業の振り返りの実施 指導室

⑶ 家庭学習の充実 8 宿題や予習・復習などの学習課題についての検討・実施 指導室

9 保護者を対象にした講演会の実施 指導室

10 家庭学習のしおりの検討・作成・配布 指導室

⑷ 情報教育の充実・教育の情報化 11 情報リテラシー及び情報モラル教育の実施 指導室

12 情報教育推進委員会等による教員研修の実施 指導室

13 ＩＣＴを活用した授業改善の実施 指導室

2 心の教育 ⑸ 人権教育の充実 14 学校の全教育活動を通じた計画的な人権教育の実施 指導室

15 「小金井市子どもの権利に関する条例」の周知 指導室

16 人権教育に係る教職員研修の実施 指導室

⑹ 豊かな心の育成 17 児童会、生徒会等による主体的活動の実施 指導室

18 学校における体験活動の実施 指導室

19 学区・保護者・地域が連携した道徳教育の実施 指導室

⑺ 教育相談の充実 20 いじめ、不登校等に対する組織的な教育相談の実施 指導室

21 専門機関と連携した教育相談の実施 指導室

22 教育相談等に係る教員研修の実施 指導室

⑻ 社会貢献精神の育成 23 地域・ボランティア活動の啓発 指導室

24 意図的、計画的なキャリア教育の実施 指導室

⑼ ふるさと教育の推進 25 郷土に対する理解や郷土愛に関する学びの実施 指導室

26 教員及び児童・生徒の地域行事への参加 指導室

3 健康教育 ⑽ 食育の推進 27 食育リーダー会議の開催 学務課

28 食に関するリーフレットの作成・配布・改定 学務課

29 特色ある献立の定期的な提供 学務課

⑾ 児童・生徒の体力向上 30 オリンピック・パラリンピックに関連した体験や活動等を重視した教育の実施 指導室

31 基礎体力や運動技能を高める体育授業の実施 指導室

4 福祉教育 ⑿ 心のバリアフリー事業の推進 32 福祉体験活動の実施 指導室

33 障害のある方との交流活動の実施 指導室

5 特別支援教育 ⒀ 特別支援教育の充実 34 職層、職種別の教員研修の実施 指導室

35 特別な教育ニーズがある児童・生徒に対する人的支援の実施 指導室

36 特別支援教室等を活用した学習の実施 指導室

6 地域連携 ⒁ 学校地域連携の推進 37 近隣大学、研究所及び高度教育機関等との連携事業の実施 指導室

38 学校と地域の連携事業の実施 指導室

7 ICT環境の整備 ⒂ ＩＣＴ機器の整備 39 教育用ＩＣＴ機器の整備 学務課

40 校務用ＩＣＴ機器の整備 学務課

8 学校施設 ⒃ 学校施設整備の推進 41 計画的・長期的な方針に基づく、長寿命化を含めた学校施設整備計画の策定 庶務課

42 非構造部材整備事業 庶務課

43 トイレ整備事業 庶務課

【生涯学習】 施策 点検及び評価対象項目名 担当

1 ⑴ 学びに関する情報提供と相談体制の充実 44 サークル案内 生涯学習課

⑵ 自主的な学習活動への支援 45 まなびあい出前講座 生涯学習課

⑶ 施設の充実と有効活用の推進 46 公民館維持管理事業 公民館

47 図書館維持管理業務 図書館

48 総合体育館維持管理事業 生涯学習課

49 文化財センター維持管理事業 生涯学習課

2 ⑷ 子どもの居場所づくり 50 放課後子ども教室 生涯学習課

⑸ 世代に応じた学習機会の充実 51 おはなし会事業 図書館

52 青少年のための科学の祭典 生涯学習課

53 家庭教育学級 生涯学習課

54 少年自然の家維持管理事業 生涯学習課

55 シニア世代のための地域参加講座 生涯学習課

⑹ 多様な学習機会の提供 56 貸出サービス事業 図書館

57 ITサポート事業「こがねいパソコン相談室」 公民館

58 市民が作る自主講座 公民館

59 青年国際交流講座「生活日本語教室」 公民館

60 市史編さん活動 生涯学習課

61 古文書講座 生涯学習課

62 体育協会・総合型地域スポーツクラブ補助事業 生涯学習課

63 スポーツ開放・学校開放事業 生涯学習課

64 市民体育祭 生涯学習課

3 ⑺ 歴史に親しむ機会の提供 65 名勝小金井（サクラ）復活プロジェクト 生涯学習課

⑻ 地域人材・リーダーの育成と活用の促進 66 ボランティアセミナー 生涯学習課

67 スポーツ推進委員事業 生涯学習課

4 学び合いのネット
ワークづくり

⑼ 生涯学習の市外との広域連携の推進 68 広域連携 図書館

学びを豊かにする
環境づくり
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くり

学びを活かしたま
ちづくり
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平成３０年度 評価基準 

 

 平成３０年度（平成２９年度事業）の点検評価を実施するに当り、評価指

標は以下のとおりとします。 

 

Ｓ 
達成し、予想以上の

効果を上げている。 

施策に沿って事業を進め、当該年度目標及び

事業目標を達成し、予想以上に効果的な結果が

得られ、優れた取り組みとなっている。（今後

の事業展開は、「拡充」） 

Ａ 達成している。 

施策に沿って事業を進め、当該年度目標を達

成し、順調に事業目標に向かっている。又は、

事業目標を達成している。（今後の事業展開は、

「拡充」又は「継続（現状維持）」） 

Ｂ 概ね達成している。 

施策に沿って事業を進め、当該年度目標を概

ね達成したが、事業目標の達成に向けて、改善

の余地がある。（今後の事業展開は、「継続（現

状維持）」又は「見直し（手法等）」） 

Ｃ 
達成見込みはある

が、一部課題があ

る。 

施策に沿って事業を進めてはいるが、当該年

度目標を達成したとはいえず、事業目標の達成

見込みがあるものの、改善する必要がある。（今

後の事業展開は、「見直し（手法等）」） 

Ｄ 
達成に向けて困難

な課題がある又は

着手していない。 

施策に沿って事業を進めてはいるが、当該年

度目標を達成することのできない大きな課題

がある。又は、事業自体に着手できていない。

（今後の事業展開は、「廃止（縮小）」） 

※ 今後の事業展開の指標は、目安である。 
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点検及び評価表（学校教育） 

 

１ 概要 

学校教育の点検及び評価に当たっては、昨年同様、小金井市教育委員

会の基本方針に基づいた第２次明日の小金井教育プラン（平成２８年度

から平成３２年度まで）の重点施策である４３事業を評価対象とした。 

平成２９年度については、全４３事業中４２事業についてＢ評価以上

「達成している」又は「概ね達成している」と評価した。Ｂ評価以上の

割合は全事業の９７．７％となり、学校教育における事業が大きな問題

なく推進できているものと評価できる。 

前年度の評価結果と比較すると、評価の下がった事業は無く、６事業

の評価が上がり、全体的に改善がみられた結果となった。具体的には、「39

教育用ＩＣＴ機器の整備」、「40 校務用ＩＣＴ機器の整備」、「42 非構造部

材整備事業」のハード事業は目標を達成したため、Ａ評価とした。「24 意

図的、計画的なキャリア教育の実施」と「26 教員及び児童・生徒の地域

行事への参加」はＣからＢ評価とし、後者においては、ボランティアカ

ードを活用するなどの工夫がみられた。「９保護者を対象にした講演会の

実施」はＤからＣ評価とし、講演会を実施したものの改善の余地がある

と評価した。 

平成２９年度はＤ評価が無くなったことも、学校教育が順調に進んだ

結果であると考えられる。今後は、担当課を中心に、小中学校・関係各

部局・関係機関と連携し、アイデアを出し合い、施策及び事業目標の達

成並びに事業評価の向上に取り組んでいくこととする。 

 

２ 評価結果総括 

事業数 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

⑴　教員の授業力向上 3 3

⑵　学校における個別学習支援の充実 4 2 2

⑶　家庭学習の充実 3 1 1 1

⑷　情報教育の充実・教育の情報化 3 3

⑸　人権教育の充実 3 3

⑹　豊かな心の育成 3 3

⑺　教育相談の充実 3 3

⑻　社会貢献精神の育成 2 2

⑼　ふるさと教育の推進 2 1 1

⑽　食育の推進 3 3

⑾　児童・生徒の体力向上 2 2

⑿　心のバリアフリー事業の推進 2 2

⒀　特別支援教育の充実 3 3

⒁　学校地域連携の推進 2 1 1

⒂　ＩＣＴ機器の整備 2 2

⒃　学校施設整備の推進 3 3

合　　　計 43 0 35 7 1 0

0.0% 81.4% 16.3% 2.3% 0.0%内　訳（％）  
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３ 評価表 

 

施策１ 学力向上 担 当 

⑴  教員の授業力向上 指導室 

施 策 内 容 と 

目 的 ・ 目 標 

児童・生徒が個性と能力を伸ばし、変化の激しいこれからの社会を生き

ていくための基礎として、「確かな学力」を育成することが必要である。 

そのために、学校教育の大前提である児童・生徒理解に基づき、学ぶ意

欲や知的好奇心を高め、基礎的・基本的な知識・技能とこれらを活用する

ために必要な思考力・判断力・表現力等を身に付けることができるよう、

教員の授業力の向上を図る。 

そのため、授業力の向上に関する教員研修の充実、学校における校内研

究の充実、「開かれた学校の推進」を目指す。 

事 業 展 開 と 

平成２９年度の 

計 画 ・ 目 標 

（ Plan ） 

１ 全教員による講師を招いた授業研究の実施 

全教員が年に１回外部講師を招いた授業研究を実施する。 

２ 学校における校内研究の実施 

全小・中学校が各校でテーマを設定し、校内研究を実施する。 

３ 授業力向上に関する教員研修の実施 

職層や経験に応じた教員向けの研修を実施する。 

 

 

 

 

平成２９年度の 

取 組 状 況 

（ Do ） 

１ 全小・中学校の全教員が外部講師を招いた授業研究を実施することが

できた。 

２ 全小・中学校がそれぞれ課題としているテーマを設定し、校内研究を

実施することができた。 

３ 教育委員会主催で初任者・２年次・３年次研修、新任主任教諭研修、

新任主幹教諭研修、夏期特別研修等を開催し教員の授業力向上を図る

ための研修を実施した。国や東京都の授業力向上を図るための研修に

ついても、学校に周知し参加を呼びかけた。 

  また、校内研修でも授業力向上に関わる研修を実施し、講師として市

教委が指導に当たることもあった。 

施 策 の 

進 捗 状 況 

教員の授業力向上は終わりがない。児童・生徒の学力調査等の結果はよ

いものとなっているが、今後も授業改善を進めていく。 
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１ 全教員による講師を招いた授業研究の実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

小・中学校の全教員が外部講師を招いた授業研究

を実施した。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

すべての教員が、年１回の授業研究を実施した事のみでは授業力向上に

直結するとは考えづらい。職層に応じた授業研究の効果的な実施に向け、

工夫できる部分を考えていきたい。 

 

２ 学校における校内研究の実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

全小・中学校がそれぞれ課題としているテーマを

設定し、校内研究を実施することができた。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

教員の授業力向上のためには、校内研究を充実していくことが大切であ

る。全校が新しい学習指導要領に関連したテーマを設定し、外部講師を招

いての校内研究を実施させる。 

 

３ 授業力向上に関する教員研修の実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

初任者・２年次・３年次研修、新任主任教諭研修、

新任主幹教諭研修、夏期特別研修等を開催し教員の

授業力向上を図るための研修を実施した。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

個々の教員の資質、能力の向上のため職種・職層に応じた研修の充実を

図る。 
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施策１ 学力向上 担 当 

⑵  学校における個別学習支援の充実 指導室 

施 策 内 容 と 

目 的 ・ 目 標 

学力向上のためには、児童・生徒一人一人に応じた個別指導の充実が必

要である。授業の中での個に応じた指導は、どの教員も行っているところ

であるが、特に学習の定着ができていない児童・生徒には授業以外での個

別の学習支援が大切である。 

事 業 展 開 と 

平成２９年度の 

計 画 ・ 目 標 

（ Plan ） 

４ 東京学芸大学との連携事業による学習支援の実施 

 東京学芸大学との連携事業で放課後の学習支援教室を実施する。 

５ 地域及び学生ボランティア等の人数拡大 

 小・中学校において、地域及び学生ボランティアによる放課後や土曜日

等の学習教室を実施する。 

６ 放課後及び夏季休業日等における補充的な学習の実施 

 児童・生徒に基礎的・基本的な学習の確実な定着を図るため、放課後及

び夏季休業日等に補充的な学習教室を実施する。 

７ 個別指導による授業の振り返りの実施 

 教員には一時間の授業の中で最後に学習したことを振り返る活動を取

り入れるよう指導し、一人一人が授業を振り返る活動を行わせる。 

 

 

 

 

平成２９年度の 

取 組 状 況 

（ Do ） 

４ 東京学芸大学との連携事業で放課後の学習支援教室を小学校１校・中

学校１校で実施した。 

５ 小・中学校において、地域及び学生ボランティアによる放課後や土曜

日等の学習教室を実施した。できる限りの個別指導が行われるように

している。 

６ 児童・生徒に基礎的・基本的な学習の確実な定着を図るため、放課後

及び夏季休業日等に補充的な学習教室を実施した。 

７ 研修等で教員に一時間の授業の中で最後に学習したことを振り返る

活動を取り入れるよう指導した。一人一人が授業を振り返る活動を行

った。 

施 策 の 

進 捗 状 況 

学力向上のためには一人一人に応じた個別の指導が必要である。大学、

地域と連携した学習教室のさらなる充実を図る。 
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４ 東京学芸大学との連携事業による学習支援の実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

東京学芸大学との連携事業で放課後の学習支援

教室を昨年度同様に小学校１校・中学校１校で実施

した。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

全校を対象とした学習支援教室を開設することができなかった。今後

は、目標に向けた課題の洗い出しを行っていく。 

 

５ 地域及び学生ボランティア等の人数拡大 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ｂ Ｂ 

平成２９年度学校ボランティアの総数は、小学校

のべ２，７３８名、中学校のべ４８３名であった。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

小・中学校において、地域及び学生ボランティアによる放課後や土曜日

等の学習教室を充実する。 

 

６ 放課後及び夏季休業日等における補充的な学習の実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ｂ Ｂ 

児童・生徒に基礎的・基本的な学習の確実な定着

を図るため、全小・中学校が放課後及び夏季休業日

等に補充的な学習教室を実施した。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

児童・生徒に基礎的・基本的な学習の確実な定着を図るため、放課後及

び夏季休業日等に補充的な学習教室を充実していく。東京ベーシックドリ

ル等の教材を活用し、個別の学習計画を立てるよう指導していく。 

 

７ 個別指導による授業の振り返りの実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

研修等で教員に１時間の授業の中で最後に学習

したことを振り返る活動を取り入れるよう指導し

た。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

今後も研修等で教員に１時間の授業の中で最後に学習したことを振り

返る活動を取り入れるよう指導していく。 
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施策１ 学力向上 担 当 

⑶  家庭学習の充実 指導室 

施 策 内 容 と 

目 的 ・ 目 標 

学校での学習内容の定着には、家庭学習の充実が大切である。学習習慣

を身に付けさせるために家庭学習の充実を図る。 

事 業 展 開 と 

平成２９年度の 

計 画 ・ 目 標 

（ Plan ） 

８ 宿題や予習・復習などの学習課題についての検討・実施 

宿題や予習・復習などの学習課題について学年の教員で検討したり、学

校全体で調整したりする。 

９ 保護者を対象にした講演会の実施 

保護者を対象に家庭学習の大切さややり方などについて講演会を実施

する。 

１０ 家庭学習のしおりの検討・作成・配布 

家庭学習のしおりの検討・作成・配布をする。 

 

 

 

 

平成２９年度の 

取 組 状 況 

（ Do ） 

８ 宿題や予習・復習などの学習課題について学年の教員で検討したり、

学校全体で調整したりするよう指導した。 

９ 各学校で保護者会等の機会をとらえて、保護者を対象に家庭学習の大

切さややり方などについて講演等を行った。 

10 各学校の実態に応じて、各学校が家庭学習のしおりを作成した。 

施 策 の 

進 捗 状 況 

家庭学習は重要ではあるが、各学校、各家庭の実態に応じて考えなけれ

ばならない。教育委員会としては、各学校へ家庭への理解を深めるよう指

導していく。 
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８ 宿題や予習・復習などの学習課題についての検討・実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

宿題や予習・復習などの学習課題について学年の

教員で検討したり、学校全体で調整したりするよう

指導した。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

発達段階や習熟の程度に応じた学習課題であることが大切であること

から、学校全体で方針をもって実施させていきたい。 

 

９ 保護者を対象にした講演会の実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

□ 継続（現状維持） 

■ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ｄ Ｃ 

各学校で保護者会等の機会をとらえて、保護者を

対象に家庭学習の大切さややり方などについて講

演等を行った。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

教育委員会として家庭向けの講演会を実施するより、各学校の実態に応

じて家庭のニーズにあった講演会を学校単位で実施するほうが効果的で

あるため、講演会の実施手法の見直しを行う。 

 

１０ 家庭学習のしおりの検討・作成・配布 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ｂ Ｂ 

各学校の実態に応じて、各学校が家庭学習のしお

りを作成した。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

発達段階や習熟の程度に応じた家庭学習のあり方はちがうことから、各

学校の実態に合わせた家庭学習のしおりを作成するように指導する。 
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施策１ 学力向上 担 当 

⑷  情報教育の充実・教育の情報化 指導室 

施 策 内 容 と 

目 的 ・ 目 標 

情報化社会の急激な進歩に伴い、児童・生徒を取り巻く環境も大きく変

化している。情報教育の充実及び教育の情報化を進めていく。 

事 業 展 開 と 

平成２９年度の 

計 画 ・ 目 標 

（ Plan ） 

１１ 情報リテラシー及び情報モラル教育の実施 

各教科等の指導を通して情報モラルを身に付け、コンピュータや情報通

信ネットワークなどの情報手段を適切かつ主体的、積極的に活用できるよ

うにする。 

１２ 情報教育推進委員会等による教員研修の実施 

教員が授業でコンピュータ等を円滑かつ効果的に活用する力を身に付

けるとともに、情報教育の実践的指導力を身に付ける。 

１３ ＩＣＴを活用した授業改善の実施 

情報化社会に適応する能力を培うことを視野に入れたＩＣＴ機器を活

用した授業を実施し、情報教育の充実・教育の情報化を推進する。 

 

 

 

 

平成２９年度の 

取 組 状 況 

（ Do ） 

11 各教科等を通して情報モラルを身に付ける指導を行った。また、全

小・中学校でＳＮＳ学校ルールを作成し、情報モラル教育に取り組ん

だ。 

12 情報教育推進委員会を年２回実施した。プログラム教育推進校を１校

指定し、授業公開を実施した。 

13 ＩＣＴ活用授業推進校を１校指定し、授業公開を行った。 

施 策 の 

進 捗 状 況 

新しい学習指導要領においても、ＩＣＴ機器のさらなる活用が言われて

いる。プログラミング教育の推進など積極的に行っていく。 
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１１ 情報リテラシー及び情報モラル教育の実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

各教科等を通して情報モラルを身に付ける指導

を行った。また、全小・中学校でＳＮＳ学校ルール

を作成し、情報モラル教育に取り組んだ。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

学習指導要領に則した教育活動の適切な実施を行う。その中で情報リテ

ラシー及び情報モラル教育の内容を適切に扱う。 

 

１２ 情報教育推進委員会等による教員研修の実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

情報教育推進委員会を年２回実施した。プログラ

ム教育推進校を１校指定し、授業公開を実施した。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

情報教育推進委員会等での教員研修について、研修内容の充実を図り、

より実践的な研修を進めていく。 

 

１３ ＩＣＴを活用した授業改善の実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

ＩＣＴ活用授業推進校を１校指定し、授業公開を

行った。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

今後もモデルとなる先進校を指定し、その研究成果を広く全校に広めて

いくことで、ＩＣＴを活用した授業改善を進めていく。 
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施策２ 心の教育 担 当 

⑸  人権教育の充実 指導室 

施 策 内 容 と 

目 的 ・ 目 標 

教職員の児童・生徒理解のもと、全教育活動を通して、一人一人を大切

にする組織的・計画的な人権教育を実施する。 

事 業 展 開 と 

平成２９年度の 

計 画 ・ 目 標 

（ Plan ） 

１４ 学校の全教育活動を通じた計画的な人権教育の実施 

各学校で全ての教育活動を通して、意図的で計画的な人権教育の推進を

図る。 

１５ 「小金井市子どもの権利に関する条例」の周知 

「小金井市子どもの権利に関する条例」を全ての学校に周知し、リーフ

レットを活用して児童・生徒の理解を深める。 

１６ 人権教育に係る教職員研修の実施 

人権教育に関する教職員向けの研修会を実施し、人権感覚を高めるよう

指導した。 

 

 

 

 

平成２９年度の 

取 組 状 況 

（ Do ） 

14 全小・中学校で人権教育推進計画を策定している。計画に従い、各教

科等の関連を図りながら実施している。 

15 「小金井市子どもの権利関する条例」リーフレットを全小・中学校に

配布し、活用するよう周知した。 

16 人権尊重教育推進校公開授業・講演会への参加をすすめた。人権教育

推進委員が各校での人権教育の推進役となり、校内での研修を行っ

た。 

施 策 の 

進 捗 状 況 

一人一人の児童・生徒を大切にするという考えは、全ての教育活動を通

じて行わなければならない。今後も人権教育の充実を図っていく。 
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１４ 学校の全教育活動を通じた計画的な人権教育の実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

全小・中学校で人権教育推進計画を策定してい

る。計画に従い、各教科等の関連を図りながら実施

している。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

各教科等と総合的な学習の時間、道徳の時間など関連をもたせながら、

計画的に実施するよう指導していく。 

 

１５ 「小金井市子どもの権利に関する条例」の周知 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

「小金井市子どもの権利関する条例」リーフレッ

トを全小・中学校に配布し、活用するよう周知した。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

今後もリーフレットを活用した授業の工夫等を促していく。 

 

１６ 人権教育に係る教職員研修の実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

人権尊重教育推進校公開授業・講演会への参加を

すすめた。人権教育推進委員が各校での人権教育の

推進役となり、校内での研修を行った。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

教職員の人権感覚を磨くことが、子ども達の人権教育推進にもつながる

ことから、職層に応じた人権教育に関する研修の充実を図る。 
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施策２ 心の教育 担 当 

⑹  豊かな心の育成 指導室 

施 策 内 容 と 

目 的 ・ 目 標 

児童・生徒が自他をいつくしみ、かけがえのない生命や自然を大切にす

るなど、思いやりの心を育み、人間性豊かに成長できるよう心の教育の充

実を図る。 

事 業 展 開 と 

平成２９年度の 

計 画 ・ 目 標 

（ Plan ） 

１７ 児童会、生徒会等による主体的活動の実施 

児童会・生徒会が主体となって、道徳心や公共心、礼儀正しく生活でき

る力が育つような校内の取組を推進する。 

１８ 学校における体験活動の実施 

職場体験や福祉体験等、学校における体験活動を通して、児童・生徒の

豊かな心の育成に取り組む。 

１９ 学校・保護者・地域が連携した道徳教育の実施 

家庭や地域と連携した道徳教育の推進を図り、社会の一員としての自覚

を高め、規範意識を育む教育を推進する。 

 

 

 

 

平成２９年度の 

取 組 状 況 

（ Do ） 

17 児童会・生徒会等が主体となって、あいさつ運動、いじめ防止などの

取組を実施した。 

18 職場体験や福祉体験等、各教科等と効果的に関連付けた学習活動を実

施した。 

19 全小中学校１４校で道徳授業公開講座を実施した。保護者、地域と連

携した道徳教育の推進が図られた。 

施 策 の 

進 捗 状 況 

児童・生徒が自他をいつくしみ、かけがえのない生命や自然を大切にす

るなど、思いやりの心を育み、人間性豊かに成長できるよう、さらなる心

の教育の充実を図る。 
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１７ 児童会、生徒会等による主体的活動の実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

児童会・生徒会等が主体となって、あいさつ運動、

いじめ防止などの取組を実施した。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

児童会・生徒会等による主体的活動が、各校の創意工夫により、一層活

性化するよう、これまでの取組を継続していく。 

 

１８ 学校における体験活動の実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

職場体験や福祉体験等、各教科等と効果的に関連

付けた学習活動を実施した。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

職場体験や福祉体験等の成果のあった事例を校長会、教務主任研修会等

で紹介するなど、各学校における体験活動の内容をより一層工夫させる。 

 

１９ 学校・保護者・地域が連携した道徳教育の実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

全小中学校１４校で道徳授業公開講座を実施し

た。保護者、地域と連携した道徳教育の推進が図ら

れた。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

学校・保護者・地域が一層の連携を進める中で、指導主事等が学校訪問

し、直接指導・助言するなど、特別の教科道徳についての理解を深めてい

く。 
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施策２ 心の教育 担 当 

⑺  教育相談の充実 指導室 

施 策 内 容 と 

目 的 ・ 目 標 

いじめや不登校等、児童・生徒が抱える多様化、複雑化した課題の解決

に向け、教員の資質向上を図り、スクールカウンセラーやスクールソーシ

ャルワーカーと連携した組織的な教育相談体制の充実を推進する。 

事 業 展 開 と 

平成２９年度の 

計 画 ・ 目 標 

（ Plan ） 

２０ いじめ、不登校等に対する組織的な教育相談の実施 

いじめ、不登校の未然防止及び早期発見・早期対応を目指した学校の相

談体制を構築し、迅速に問題解決を行う。 

２１ 専門機関と連携した教育相談の実施 

医師、大学教授、作業療法士、臨床心理士等の専門家を学校へ派遣し、

専門的な知見を生かしたアセスメントを行い、教育相談の充実を図る。 

２２ 教育相談等に係る教員研修の実施 

いじめ、不登校等児童・生徒の抱える課題を理解し、問題解決のための

効果的な指導方法についての研修会を実施する。 

 

 

 

 

平成２９年度の 

取 組 状 況 

（ Do ） 

20 全小中学校１４校でいじめや不登校等に対応する校内委員会を設置

し、定期的に開催した。全小中学校１４校で小学５年生・中学１年生

を対象にスクールカウンセラーの全員面接を実施した。 

21 全小中学校に年３回、様々な悩みを抱える児童・生徒一人一人に対し

て、きめ細かく対応するために、医療機関、大学等と連携し、巡回相

談を実施した。 

22 教育相談研修会や関係機関と連携した地区連絡協議会を実施した。 

施 策 の 

進 捗 状 況 

いじめ、不登校等の課題解決に向け、教員の資質向上を図るために研修

会を実施したり、校内体制の整備を図ったりするなどした。 
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２０ いじめ、不登校等に対する組織的な教育相談の実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） 
□ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

全小中学校１４校でいじめや不登校等に対応す

る校内委員会を設置し、定期的に開催した。全小中

学校１４校で小学５年生・中学１年生を対象にスク

ールカウンセラーの全員面接を実施した。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

学校での取組は今後も充実させていくとともに、市の教育相談所を中心

とした不登校対策委員会の指導・助言を実施していく。 

 

２１ 専門機関と連携した教育相談の実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） 
□ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

全小中学校に年３回、様々な悩みを抱える児童・

生徒一人一人に対して、きめ細かく対応するため

に、医療機関、大学等と連携し、巡回相談を実施し

た。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

巡回相談での専門的なアドバイスを指導に生かしていく。今後とも、充

実させていく。 

 

２２ 教育相談等に係る教員研修の実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

教育相談研修会や関係機関と連携した地区連絡

協議会を実施した。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

職層によって必要な教育相談の手法がある。初任者研修でも教育相談に

関わる研修を取り入れていくなど、職層に応じた研修の充実を図る。 
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施策２ 心の教育 担 当 

⑻  社会貢献精神の育成 指導室 

施 策 内 容 と 

目 的 ・ 目 標 

社会の一員としての自覚を高め、規範意識を育むために、教育計画に基

づき、教職員の適切な指導のもと、社会体験活動やボランティア活動等の

充実に努める。 

事 業 展 開 と 

平成２９年度の 

計 画 ・ 目 標 

（ Plan ） 

２３ 地域・ボランティア活動の啓発 

ボランティアカードを活用して、地域ボランティア活動への参加を推奨

する。 

２４ 意図的、計画的なキャリア教育の実施 

発達段階に応じて職場体験、職場訪問等を実施し、児童・生徒の職業観・

勤労観を育む。 

 

 

 

 

平成２９年度の 

取 組 状 況 

（ Do ） 

23 地域社会などでボランティア活動に参加したことのある割合は、 

小学６年生 ２７．９％（東京都３１．０％） 

中学３年生 ４７．４％（東京都４９．４％）であった。 

24 将来の夢や希望を持っている割合は、 

小学６年生 ８４．１％（東京都８４．７％） 

中学３年生 ７２．５％（東京都６９．０％）であった。 

施 策 の 

進 捗 状 況 

今後も、地域ボランティア活動の情報提供や積極的な評価を行っていく。 

 

２３ 地域・ボランティア活動の啓発 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） 
□ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ｂ Ｂ 

地域社会などでボランティア活動に参加したこ

とのある割合は、 

小学６年生 ２７．９％（東京都３１．０％） 

中学３年生 ４７．４％（東京都４９．４％） 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

ボランティアカードを活用して、地域ボランティア活動への参加を推奨

する。 

 

２４ 意図的、計画的なキャリア教育の実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ｃ Ｂ 

将来の夢や希望を持っている割合は、 

小学６年生 ８４．１％（東京都８４．７％） 

中学３年生 ７２．５％（東京都６９．０％） 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

発達段階に応じて職場体験、職場訪問等を実施し、児童・生徒の職業観・

勤労観を育む。 

 

 



28 

 

 

施策２ 心の教育 担 当 

⑼  ふるさと教育の推進 指導室 

施 策 内 容 と 

目 的 ・ 目 標 

小金井市に由来する人物、風土、環境等を学ぶ、ふるさと教育を通じて、

多様な文化や郷土に対する理解を深める。 

事 業 展 開 と 

平成２９年度の 

計 画 ・ 目 標 

（ Plan ） 

２５ 郷土に対する理解や郷土愛に関する学びの実施 

小金井市に由来する人物、風土、環境等を学ぶことにより、郷土に関す

る理解や郷土愛の心を育てる。 

２６ 教員及び児童・生徒の地域行事への参加 

地域行事などの積極的な参加を促し、ふるさとへの愛着や誇りの醸成、

地域に貢献しようとする意欲の向上を図る。 

 

 

 

 

平成２９年度の 

取 組 状 況 

（ Do ） 

25 小学校３・４年生の社会科を中心に、地域探検をするなど小金井市に

由来する人物、風土、環境等を学習した。 

26 地域行事の情報提供やボランティアカードを活用し地域行事へのボラ

ンティア参加を促した。 

  地域の行事に参加した 

  小学６年生 ４０．３％（東京都 ４８．８％） 

中学３年生 ２３．９％（東京都 ３２．７％） 

施 策 の 

進 捗 状 況 

小学校社会科副読本の内容の充実を図る。小金井に関する地域教材の研

究・開発を行う。 

 

２５ 郷土に対する理解や郷土愛に関する学びの実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

小学校３・４年生の社会科を中心に、地域探検を

するなど小金井市に由来する人物、風土、環境等を

学習した。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

ふるさと教育を推進するために、小学校社会科副読本の内容の充実を図

るとともに、小金井に関する地域教材の研究・開発を行う。 

 

２６ 教員及び児童・生徒の地域行事への参加 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ｃ Ｂ 

地域行事の情報提供やボランティアカードを活

用し地域行事へのボランティア参加を促した。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

中学生は地域の行事に参加した割合は２３．９％であるが、地域でのボ

ランティア活動に参加した割合は４７．４％である。中学生にはボランテ

ィアカードを活用したボランティア参加を推進していく。 
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施策３ 健康教育 担 当 

⑽  食育の推進 学務課 

施 策 内 容 と 

目 的 ・ 目 標 

子どもの食生活は、心身の成長や健康の維持増進の上で重要であること

から、学校、家庭、地域が連携し、次世代を担う子どもの望ましい食生活

の形成に努める必要がある。 

食育の普及・促進のため、給食に特色ある献立を提供することや、リー

フレットを作成し、保護者へ配布することにより、家庭における食生活の

大切さの理解の向上を図る。 

そのため、食育リーダーによる食育に関する指導方法の研究、家庭にお

ける食生活の大切さの理解の向上及び平成３２年度配布に向けてリーフ

レットの改訂、特色ある献立の充実を目指す。 

事 業 展 開 と 

平成２９年度の 

計 画 ・ 目 標 

（ Plan ） 

２７ 食育リーダー会議の開催 

今年度は２回開催予定。第１回は各校の食育リーダーより状況報告を行

なう。第２回は栄養士会との合同の講演会を実施予定。食育関係の講師を

依頼し、学務課より、指導室、学校関係者のみならず健康課及び市食育推

進会議委員、保育課の職員にも通知する。 

２８ 食に関するリーフレットの作成・配布・改定 

 １年生・転入生分のみ印刷し、学校を通じて配布する。 

２９ 特色ある献立の定期的な提供 

 地場野菜を使用した献立を提供していくために、JA や農家の方、農業

委員会事務局、栄養士会と学務課とで情報交換の場を持つ。 

 

 

 

 

平成２９年度の 

取 組 状 況 

27 年２回の会議を開催し、第２回は東京家政学大学名誉教授を講師に迎

え、「和食の魅力と重要性」をテーマに栄養士会との合同の講演会を開

催した。指導室、学校関係者、健康課、食育推進会議委員、保育課か

らも参加があった。 

28 小学校１年生及び転入生の保護者に対し、学校を通じ配布することが

できた。 

29 地場野菜の普及促進のため、ＪＡ、農家、農業委員会事務局、健康課、

栄養士会、学務課と情報交換の場として年４回の懇談会を実施した。 

施 策 の 

進 捗 状 況 

給食に地場野菜を活用した献立や教育に関連する特色ある献立を提供

し、リーフレットを配布することにより、食育の普及・推進について一定

の進捗があったものと考えている。 
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２７ 食育リーダー会議の開催 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） 
□ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

食育リーダー会議を６月と２月の計２回開催し、

２月の会議では、「和食の魅力と重要性」という講

演に参加し、和食についての理解を深め、食育指導

の研究を行った。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

引き続き食育の推進を図り、併せて指導方法の研究を行う。 

 

２８ 食に関するリーフレットの作成・配布・改定 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） 

□ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

平成２７年度に食育リーダー会で作成したリー

フレットを、小学校１年生、転入生の保護者に対し、

学校を通じ配布した。 

試食会等で保護者に対し、食育の事例を紹介する

など、栄養指導にも活用した。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

全児童生徒の保護者にリーフレットを配布・周知することで、学校と家

庭が連携した食育の推進を目指す。 

平成３１年度に食育リーダー会で内容の検討を行い、平成３２年度に改

訂を予定。 

 

２９ 特色ある献立の定期的な提供 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） 

□ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

市立小中学校では、教育に関連した特色ある献立

を提供するとともに、地場野菜を活用した献立を提

供した。なお、野菜使用総量に占める地場野菜の使

用率は平成２８年度の５．３５％から大きく上昇

し、９．８９％となった。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

食育の普及・促進のため、給食に特色ある献立を提供するとともに、地

域と連携し、更なる地場野菜の活用を図る。 
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施策３ 健康教育 担 当 

⑾  児童・生徒の体力向上 指導室 

施 策 内 容 と 

目 的 ・ 目 標 

東京オリンピック。パラリンピックに関連した体験や活動を通して、児

童・生徒が積極的に運動やスポーツに親しみながら、体力の向上を図る。 

事 業 展 開 と 

平成２９年度の 

計 画 ・ 目 標 

（ Plan ） 

３０ オリンピック・パラリンピックに関連した体験や活動等を重視した 

教育の実施 

小・中学校全１４校において、オリンピック・パラリンピック教育の全

体計画、年間指導計画を策定する。 

３１ 基礎体力や運動技能を高める体育授業の実施 

体力向上委員会で体力調査の分析を行うとともに、体育の授業研究を行

い、その成果を還元することで全校の児童・生徒の体力向上を図る。 

 

 

 

 

平成２９年度の 

取 組 状 況 

（ Do ） 

30 小・中学校全１４校において、オリンピック・パラリンピック教育推

進校として全体計画、年間指導計画を策定した。また、スパーアクテ

ィブスクールとして小金井第二中学校、オリンピック教育アワードと

して緑小学校と東中学校がそれぞれ指定され活動した。 

31 体力向上推進委員会を開催し、実技研修やコオディネーショントレー

ニング研修を実施した。 

施 策 の 

進 捗 状 況 

アスリートを招聘して講演会をするなどオリンピック・パラリンピック

に関わる教育を推進していく。 

 

３０ 
オリンピック・パラリンピックに関連した体験や活動等

を重視した教育の実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

小・中学校全１４校において、オリンピック・パ

ラリンピック教育推進校として全体計画、年間指導

計画を策定した。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

先進的に取り組んでいるオリンピック・パラリンピック教育推進校の取

組を市内の小・中学校に広め、より一層の充実を図る。 

 

３１ 基礎体力や運動技能を高める体育授業の実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

体力向上推進委員会を開催し、実技研修やコーデ

ィネーショントレーニング研修を実施した。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

体力向上推進委員会を中心に体力調査の分析や体育の授業の改善を進

める。 
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施策４ 福祉教育 担 当 

⑿  心のバリアフリー事業の推進 指導室 

施 策 内 容 と 

目 的 ・ 目 標 

障害のある人との交流活動や福祉体験活動等に取り組み、自他を尊重す

る心や障害についての理解を深める。 

事 業 展 開 と 

平成２９年度の 

計 画 ・ 目 標 

（ Plan ） 

３２ 福祉体験活動の実施 

福祉体験活動を通して、障害に対する理解を深め、みんなが協力して助

け合うことのできる社会の実現を目指す。 

３３ 障害のある方との交流活動の実施 

障害のある人との相互理解を深め、共に助け合い、支えあって生きてい

くことの大切さを学ぶための交流教育の充実や副籍制度を活用した交流

及び共同学習を推進する。 

 

 

 

 

平成２９年度の 

取 組 状 況 

（ Do ） 

32 全小・中学校１４校で福祉に関する学習を実施した。 

  バリアフリー、ユニバーサルデザインに関する学習や車椅子、点字、

ブラインドサッカーなどの体験活動を行った。 

33 全小・中学校１４校で障害のある人との交流活動を実施した。 

施 策 の 

進 捗 状 況 

パラリンピック選手との交流や講演会などの実施を促進していく。 

 

３２ 福祉体験活動の実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

全小・中学校１４校で福祉に関する体験的な学習

を実施した。 

 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

これまでの授業実践の好事例や自前授業を行う支援団体等の情報を市

内小・中学校で共有し、福祉体験活動の充実を行い、児童・生徒の障害に

対する理解を深める。 

 

３３ 障害のある方との交流活動の実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） 
□ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

全小・中学校１４校で障害のある人を講師に招い

た講演や交流活動を実施した。 

都立特別支援学校の副籍制度を生かした直接交

流及び間接交流を実施した。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

２０２０年東京オリンピック・パラリンピックに向け、パラリンピック

選手による講演や児童・生徒との交流、パラスポーツの支援団体との連携

した取組を推進する。 

障害のある人と障害のない人が交流を通じて相互理解を図り、互いに支

えあいながら共に暮らす地域社会を目指し、副籍制度の充実を行う。 
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施策５ 特別支援教育 担 当 

⒀  特別支援教育の充実 指導室 

施 策 内 容 と 

目 的 ・ 目 標 

障害のある児童・生徒の教育的なニーズに応じた多様な学びを推進して

いく。 

事 業 展 開 と 

平成２９年度の 

計 画 ・ 目 標 

（ Plan ） 

３４ 職層、職種別の教員研修の実施 

特別支援教育にかかわる教員の資質、能力を高めるために、職層、職種

に応じた教員研修の充実を図る。 

３５ 特別な教育ニーズがある児童・生徒に対する人的支援の実施 

特別な教育ニーズがある児童・生徒に効果的な人的支援を計画的に実施

する。 

３６ 特別支援教室等を活用した学習の実施 

障害のある児童・生徒の一人一人の能力を最大限に伸張するため、特別

支援教室等を活用した学習を実施する。 

 

 

 

 

平成２９年度の 

取 組 状 況 

（ Do ） 

34 職層等を応じた特別支援教育かかわる研修を実施した。 

初任者研修１回 

特別支援学級設置校長会１０回 

特別支援学級推進委員会８回 

特別支援教育研修会８回 

35 各学校につき学期に１回、年３回巡回相談を実施した。 

  年４回程度、要望に応じ専門家チームによる専門相談を実施した。 

  特別支援教育支援員・学習指導員を計画的に配置した。 

36 小学校全校に特別支援教室を設置し、拠点校３校から全小学校を巡回

するシステムの準備をした。 

施 策 の 

進 捗 状 況 

今後とも、教員の特別支援教育に関する資質・能力を高める施策を計画

していく。中学校特別支援教室の設置に向けた準備を始める。 
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３４ 職層、職種別の教員研修の実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

若手教員から管理職まで、職層に応じた研修を実

施し、特別支援教育の理解を深めた。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

今後とも最新の特別支援教育について教員研修を実施する。 

 近隣大学と連携し、特別支援教育研修の内容の充実を行う。 

 都立小金井特別支援学校のセンター的機能を生かし、研修の充実を行

う。年間を通して、特別支援学級の専門性向上研修を実施する。 

 都立特別支援学校エリアネットワーク（都立小金井特別支援学校、都立

小平特別支援学校、都立田無特別支援学校）を生かした夏季特別研修の

充実を行う。 

 

３５ 
特別な教育ニーズがある児童・生徒に対する人的支援の

実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

巡回相談、専門相談、特別支援教育支援員・学習

指導員の配置など計画的に支援することができた。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

近隣大学や医療機関と連携し、巡回相談・専門相談におけるアセスメン

トの充実を行い、児童・生徒の教育的ニーズを把握する。 

学校生活支援シート（個別の教育支援計画）、個別指導計画の活用・充

実を行い、児童・生徒の教育的ニーズに即した支援を計画的に行う。 

特別支援教育支援員・学習指導員を学校の実態に合わせて計画的に配置

する。 

 

３６ 特別支援教室等を活用した学習の実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） 

□ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

小学校特別支援教室開設準備委員会にて、特別支

援教室要覧や書類の様式を整えるなど、計画的に開

設準備を行った。 

小金井市における特別支援教室について資料を

作成し、保護者・市民向けの説明会を実施した。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

特別支援教室巡回指導教員と特別支援教室専門員の連絡会を定期的に

開催し、運営上の課題等を話し合い、随時課題解決を行う。 

特別支援教室の指導内容について、東京都教育委員会のリーフレットや

先行研究の実践事例を参考に工夫・改善を行う。 
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施策６ 地域連携 担 当 

⒁  学校地域連携の推進 指導室 

施 策 内 容 と 

目 的 ・ 目 標 

地域や近隣の大学、研究所等との連携を深め、地域・外部の人材等を活

用した学校支援体制の充実を図る。 

事 業 展 開 と 

平成２９年度の 

計 画 ・ 目 標 

（ Plan ） 

３７ 近隣大学、研究所及び高度教育機関等との連携事業の実施 

近隣大学、研究所、高度教育機関等との連携を図り、質の高い教育活動

を展開する。 

３８ 学校と地域の連携事業の実施 

地域の高い教育力を生かし、文化、教育、学術の振興・発展を図る。 

 

 

 

 

平成２９年度の 

取 組 状 況 

（ Do ） 

37 ・東京学芸大学…教職大学院連携協力校 

  ・武蔵野大学…教育インターンシップ受け入れ 

  ・東京都立多摩科学技術高等学校…地域連携企画 

38 小・中学校全１４校で地域との連携事業を実施した。 

施 策 の 

進 捗 状 況 

地域や近隣の大学、研究所等との連携をさらに深め、地域・外部の人材

等を活用した学校支援体制の充実を図っていく。 

 

３７ 
近隣大学、研究所及び高度教育機関等との連携事業の実

施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

・東京学芸大学…教職大学院連携協力校 

・武蔵野大学…教育インターンシップ受け入れ 

・東京都立多摩科学技術高等学校…地域連携企画 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

今後とも、学力向上・不登校対応等の教育課題の解決のために、近隣大

学、研究所等との連携を進めていく。他大学との新たな取組も積極的に進

めていく。 

 

３８ 学校と地域の連携事業の実施 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ｂ Ｂ 

小・中学校全１４校で地域との連携事業を実施し

た。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

今後とも、児童・生徒の教育活動の充実を図るため、地域と連携した事

業を推進していく。地域の方にはボランティア活動だけでなく、専門性を

生かしたゲストティーチャーなど進めていく。 
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施策７ ＩＣＴ環境の整備 担 当 

⒂  ＩＣＴ機器の整備 学務課 

施 策 内 容 と 

目 的 ・ 目 標 

学習環境の向上及び情報化への対応を推進するため、教育用ＩＣＴ機器

の整備が必要であり、機器の配備を継続的に実施することにより、充実し

たＩＣＴ環境の下で学習する機会を提供する。 

また、効率的な校務処理とその結果生み出される教育活動の更なる質の向

上を図るため、校務用ＩＣＴ機器の整備を図る。 

事 業 展 開 と 

平成２９年度の 

計 画 ・ 目 標 

（ Plan ） 

３９ 教育用ＩＣＴ機器の整備 

年度内に、各小中学校の普通学級にタブレット型ノートＰＣ、無線アク

セスポイント及び画像転送装置を整備する。 

４０ 校務用ＩＣＴ機器の整備 

夏休み期間を利用して、校務用サーバの更改を実施予定。従来、各校に

設置されていた校務用サーバを集約しデータセンター化することで、より

安全なセキュリティが確保できるようにする。 

 

 

 

 

平成２９年度の 

取 組 状 況 

（ Do ） 

計画・目標に即して実施。市内各公立小・中学校（全１４校）の普通教

室に、タブレット型ノートＰＣと無線アクセスポイントを整備した。また、

校務用パソコンネットワーク回線及びサーバを借り上げ、データセンター

化を実施した。 

 インターネットを用いたＷｅｂ検索、教材アプリケーション（東京都い

じめ対策アプリケーション「こころストーリー」等）により、幅広い情報

収集や視覚的な教材の授業への反映が、既存大型モニタとの接続より可能

となった。「確かな学力」の育成、分かりやすい授業、児童・生徒の主体的・

協働的な学び（いわゆる「アクティブ・ラーニング」）の実現に向け、ＩＣ

Ｔ機器の効果が期待できる。 

 校務用ファイルサーバ内に新設した学校間共有フォルダや、学校間グル

ープウェアの導入等により、今まで各校内で独立していた情報を１４校で

共有することができるようになった。これにより、教材の共有や教員間の

連絡が円滑になり、有機的・効率的な校務事務の遂行を図ることができて

いる。 

施 策 の 

進 捗 状 況 

充実したＩＣＴ環境の下で学習する機会を提供するため、平成２９年度

予定された事業の実施により、教育用ＩＣＴ機器の計画的な整備を図るこ

とができている。今後は、国の第２期教育振興基本計画にある整備目標へ

の段階的な実現に向け、コンピュータ教室の在り方を含めた全般的な検討

が必要である。 

校務用ＩＣＴ機器の整備については、平成２９年度に校務用サーバを集

約しデータセンター化することで、より安全なセキュリティが確保できる

ように推進することができた。平成３０年度は、教職員の校務用ＰＣの入

れ替えを実施し、効率的な校務処理と、その結果生み出される教育活動の

更なる質の向上を図る。 
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３９ 教育用ＩＣＴ機器の整備 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ｃ Ａ 

市内各公立小・中学校（全１４校）の普通教室に、

タブレット型ノートＰＣと無線アクセスポイント

を整備。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

平成３０年度は、コンピュータ教室の在り方を含めた全般的な検討につ

いて、学校教育部内全体での会議や、小金井市小・中学校ＩＣＴ機器整備

に関する検討委員会などにおいて、今後の方向性を協議し、国の第２期教

育振興基本計画に示された整備目標を段階的に実現することを目指す。 

 

４０ 校務用ＩＣＴ機器の整備 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） ■ 拡充 

□ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ｂ Ａ 

校務用パソコンネットワーク回線及びサーバを

借り上げ、データセンター化を実施 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

平成３０年度は、導入から期間が経過し、動作の遅滞や機器の保守等で

の課題がある校務用ＰＣの入れ替えを予定している。機器の入れ替えによ

って、効率的な校務処理へ資することに加え、平成２９年度中に実施した

「校務用パソコンネットワーク回線及びサーバのデータセンター化」と合

わせ、校務用ＩＣＴ環境全体の円滑化及び安定稼働を目指す。また、その

結果生み出される教育活動の更なる質の向上へ寄与することを目標とす

る。 
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施策８ 学校施設 担 当 

⒃  学校施設整備の推進 庶務課 

施 策 内 容 と 

目 的 ・ 目 標 

市内の学校施設は、耐震化の取組は終了したが、施設そのものの老朽化

が進んでいる。 

今後の学校施設の在り方を視野に入れた学校施設の計画的・長期的な方

針を検討し、学校施設の長寿命化を含めた整備計画を策定する。また、計

画を実施する間、子どもたちの安全・安心な学校生活のため、必要な改修

及び修繕を行いながら施設を維持する。 

そのため、学校施設の計画的・長期的な方針の検討、学校施設の長寿命

化を含めた整備計画の策定、老朽化も踏まえた計画的な学校施設の改修を

目指す。 

事 業 展 開 と 

平成２９年度の 

計 画 ・ 目 標 

（ Plan ） 

４１ 計画的・長期的な方針に基づく、長寿命化を含めた学校施設整備計 

画の策定 

個別施設毎の長寿命化計画（個別施設計画）の策定方法等を検討する。 

４２ 非構造部材整備事業 

小中学校８校において、非構造部材の耐震化工事を実施する。 

４３ トイレ整備事業 

中学校１校の整備工事を実施する。 

 

 

 

 

平成２９年度の 

取 組 状 況 

（ Do ） 

41 他市の事例等を参考に、策定方法等を検討した。 

42 小学校５校、中学校３校において工事を実施した。 

43 中学校１校において工事を実施した。 

施 策 の 

進 捗 状 況 

学校施設整備計画の策定については、事業の進捗状況が見えにくいもの

となっているが、今年度は、策定のための建物情報の整理作業に着手した。 

非構造部材整備事業及びトイレ整備事業については、計画どおり実施し

た。 
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４１ 
計画的・長期的な方針に基づく、長寿命化を含めた学校

施設整備計画の策定 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

他市の事例等の研究や文部科学省主催の講習会

に参加し、策定方法について検討した。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

管理者による策定を計画していたが、早期策定の必要性を考慮すると、

専門家への業務委託も検討する必要がある。他団体の状況等も考慮しなが

ら学校施設整備計画の策定に取り組む。 

 

４２ 非構造部材整備事業 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ｄ Ａ 

昨年度の未執行分を含め、計画事業について全て

実施することができた。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

当該事業については、平成３０年度をもって当初予定した整備事業をお

おむね完了する予定である。契約事務から施工までを確実に実施してい

く。 

 

４３ トイレ整備事業 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

計画どおり、中学校１校の工事を実施した。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

中学校においては１校目となるが、改善要望の高い事業であるため、前

倒しや事業量の増加について検討する。 
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点検及び評価表（生涯学習） 

 

１ 概要 

生涯学習では、小金井市教育委員会の基本方針及び「第３次小金井市

生涯学習推進計画」に基づいた平成２９年度教育施策を推進するための

様々な事業を展開し、点検及び評価に当たっては、２５事業を評価対象

とした。 

平成２９年度については、全２５事業中２１事業についてＢ評価以上

「達成している」又は「概ね達成している」と評価した。Ｂ評価以上の

割合は全事業の８４．０％となり、生涯学習における事業が推進できて

いるものと評価できる。 

前年度の評価結果と比較すると、３事業の評価が上がり、４事業の評

価が下がった。具体的には、「46 公民館維持管理事業」では良好な施設

環境を提供できたことから、ＢからＡ評価とした。「50 放課後子ども教

室」と「62 体育協会・総合型地域スポーツクラブ補助事業」は、参加者

数及び実施回数が目標を達成することができたことから、ＢからＡ評価

とした。「53 家庭教育学級」と「66 ボランティアセミナー」はソフト面

での充実が図れているものの、参加者数や受講者数が目標に届かなかっ

たため、ＡからＢ評価にした。新たにＣ評価に下げたのは、図書館の「51 

おはなし会事業」と「56 貸出サービス事業」である。図書館本館は平成

２９年９月１日から平成３０年１月５日まで空調設備の改修工事により

長期休館していた影響もあり、本館再開後、閉館前より予想以上に利用

が落ち込み、参加者数や貸出冊数が目標を達成することができなかった。 

平成２９年度は、昨年度に続きＤ評価が無く、生涯学習に大きな問題

なく推進できているものと考えられる。今後も、担当課を中心に、アイ

デアを出し合い、知恵と工夫で施策及び事業目標の達成並びに事業評価

の向上に取り組んでいくこととする。 

 

２ 評価結果総括 

事業数 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

⑴　学びに関する情報提供と相談体制の充実 1 1

⑵　自主的な学習活動への支援 1 1

⑶　施設の充実と有効活用の推進 4 3 1

⑷　子どもの居場所づくり 1 1

⑸　世代に応じた学習機会の充実 5 3 2

⑹　多様な学習機会の提供 9 7 1 1

⑺　歴史に親しむ機会の提供 1 1

⑻　地域人材・リーダーの育成と活用の促進 2 2

⑼　生涯学習の市外との広域連携の推進 1 1

合　　　計 25 0 12 9 4 0

0.0% 48.0% 36.0% 16.0% 0.0%内　訳（％）  
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３ 評価表 

 

施策１ 学びを豊かにする環境づくり 担 当 

⑴  学びに関する情報提供と相談体制の充実 生涯学習課 

施 策 内 容 と 

目 的 ・ 目 標 

市や市民団体の情報発信において、提供方法の多様化や求める情報が簡

単に探せる検索の容易さ等が求められるため、情報提供の充実を図るとと

もに情報を得ることのできる場の充実を図る。 

事 業 展 開 と 

平成２９年度の 

計 画 ・ 目 標 

（ Plan ） 

４４ サークル案内 

本市における社会教育の振興を図るため、社会教育関係団体の登録を行

う。社会教育関係団体の登録数１２０団体。ホームページ掲載方法の変更

について検討する。 

 

 

 

 

平成２９年度の 

取 組 状 況 

（ Do ） 

社会教育関係団体の登録は３年ごととなっており、平成２９年度末にそ

の登録期間が終わるため、更新のための事務を行った。前回は、更新の周

知については市報を中心に行ったが、今回はそれに加えて、更新手続きの

し忘れがないように、既存の団体には更新手続きの書類を送付した。 

また、新規にＰＲ用紙のひな型を作成し、そのＰＲ用紙に各団体の活動の

様子がわかるような内容を記載してもらった。合わせて、ホームページの

掲載の仕方の検討も行ったため、平成３０年度は社会教育関係団体を更に

周知していきたい。 

平成２９年度末の社会教育関係団体の登録数は１１５団体で、目標より

も５団体少なかった。 

施 策 の 

進 捗 状 況 

社会教育関係団体登録数については、前年度から３団体増の１１５団体

であったが、目標の１２０団体には達しなかった 

 

４４ サークル案内 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ｂ Ｂ 

社会教育関係団体の周知方法について等の検討

を行うことはできたが、社会教育関係団体の登録数

が目標に達しなかった。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

社会教育関係団体登録数の増加と合わせて、平成２９年度中に検討した

社会教育関係団体の情報発信の仕方の工夫、ホームページの掲載方法の変

更やＰＲ用紙の活用を行っていく。 
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施策１ 学びを豊かにする環境づくり 担 当 

⑵  自主的な学習活動への支援 生涯学習課 

施 策 内 容 と 

目 的 ・ 目 標 

市民や団体などの生涯学習活動を支援するため、市役所・協力団体の職

員などを派遣する出前講座の開催等を行う。 

事 業 展 開 と 

平成２９年度の 

計 画 ・ 目 標 

（ Plan ） 

４５ まなびあい出前講座 

市民団体が主催する学習会に市役所等の職員を派遣する。 

目標 実施回数５５回、聴講者約１，０００人 

 

 

 

 

平成２９年度の 

取 組 状 況 

（ Do ） 

毎年度、庁内及び協力団体に、出前講座の見直しをしてもらい、その内

容を反映させた講座を開催している。 

周知方法としては、市報及びホームページに掲載しているほか、公民館、

図書館、集会施設等の市公共施設や小金井警察署、小金井消防署等の外部

施設にも講座の案内チラシの設置を依頼している。 

施 策 の 

進 捗 状 況 

講座の実施状況については、関係部署の協力を得て、希望される日時で

実施できるように調整してもらい、概ね希望通りに実施されている。 

一度、本講座を利用された団体は、継続して利用されることが多いため、

これまで利用されたことのない方に利用してもらい、更に多くの市民の生

涯学習活動を支援していきたい。 

 

４５ まなびあい出前講座 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） 

□ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ｃ Ｃ 

市民や団体などの生涯学習活動を支援するため、

市役所・協力団体の職員などを派遣する講座を開催

した。開催回数は２６回、聴講者数は７１４人であ

ったが、聴講者からのアンケートでは概ね好評をい

ただいている。まなびあい出前講座自体をもっと知

ってもらうことが課題となっている。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

毎年度、講座内容の確認、見直し等を行っているが、聴講者数の増加に

はつながっていないため、周知方法についても見直していきたい。 
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施策１ 学びを豊かにする環境づくり 担 当 

⑶  施設の充実と有効活用の推進 
公民館 

図書館 

生涯学習課 

施 策 内 容 と 

目 的 ・ 目 標 

市民や団体などが生涯学習活動を行う場をより多く提供するため、公民

館や図書館、集会施設などの既存施設の有効活用を促進するとともに、施

設や設備の整備・充実を図る。 

事 業 展 開 と 

平成２９年度の 

計 画 ・ 目 標 

（ Plan ） 

４６ 公民館維持管理事業                （公民館） 

公民館は貫井北分館を除き、全体的に老朽化した施設である。公民館の

安全、安心、快適な施設環境を市民に提供するために、計画的に故障箇所

を修繕し、整備を図る。 

４７ 図書館維持管理業務                （図書館） 

利用者に安全で快適な読書環境を提供するため、図書館本館の空調設備

改修工事を実施する。 

４８ 総合体育館維持管理事業            （生涯学習課） 

総合体育館を市民のスポーツ・レクリエーション活動の場として供する

ため、指定管理者制度を導入し、効率的・経済的に管理運営する。個人・

団体ともに利用しやすく、安全を確保するため、施設及び設備整備の充実

を図る。 

４９ 文化財センター維持管理事業          （生涯学習課） 

市指定文化財である旧浴恩館を保存公開するとともに、同建物を文化財

センターとして活用し、郷土の歴史、民俗等に関する資料、保管、展示を

行う。 

 

 

 

平成２９年度の 

取 組 状 況 

（ Do ） 

【公民館】平成２９年度に貫井南分館の外構工事を実施し、老朽化したコ

ンクリートブロック塀を撤去し、コンクリートブロック塀およびネット

フェンスを新設した。その他、施設の維持管理のため、全ての館におい

て、必要に応じて保守点検や修繕を行った。 

【図書館】本館空調設備改修工事を実施（平成２９年７月～１２月） 

【総合体育館】指定管理者が実施する自主事業で、オリンピアン・パラリ

ンピアンを招いたバスケットボール講習会、車いすバスケットボール体

験会を実施 

【文化財センター】南口第二再開発地区遺跡発掘調査に伴い、新たに遺跡

見学会を実施した。また、発掘結果の速報展示も実施し、市民の郷土史

への関心を喚起し、理解を深める機会を提供することで、センター来館

者の増加を図った。必要に応じ施設の修繕を実施し、整備を図った。 

施 策 の 

進 捗 状 況 

【公民館】平成２９年度の維持管理に関する事業について予算化したもの

は、全て予定通り終了している。 

【図書館】今回の空調設備改修工事は、図書の搬出等も行ったため長期休

館せざるを得ない工事となったが、全体的な工事スケジュールは順調で

あったため、当初の予定どおり１月に本館を再開することができた。 

【総合体育館】指定管理者からの成果配分金が発生しており、効率的・経

済的に管理運営を行っている。施設整備は、計画的な改修計画について

検討を行った。 

【文化財センター】史跡である旧浴恩館を展示、収蔵施設に活用している

ため、将来に向けて諸課題を抱えてはいるが、必要に応じた修繕の実施

により現状の機能を維持している。 

 

 

４６ 公民館維持管理事業 
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自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ｂ Ａ 

修繕を要する箇所について、緊急度や、利用者の

安全を確保する視点から優先順位を定めて整備を

進め、良好な施設環境を提供できたため。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

公民館の維持管理に必要な保守点検及び整備を適宜行いながら、同時

に、施設の長寿命化を踏まえた維持管理計画の策定が必要である。 

利用者の利便性等を向上させ、既存施設を長く活用するため、維持管理

計画に基づく施設全体の包括的な修繕が求められる。 

 

４７ 図書館維持管理業務 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） 

□ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

図書館本館の空調設備改修工事を実施したこと

で、市民誰もが利用できる公共施設として適正な読

書環境を提供できるようになった。フロアや部屋毎

に稼働・温度設定が可能となったことで電力消費の

効率化が見込まれる。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

本館施設・設備の老朽化が進んでいることから、利用者の安全性を確保

するために緊急性の高い箇所から順次対応していく。平成３０年度は外壁

等調査委託を実施し、改修箇所の順位付けを行うことで、次年度以降、計

画的に改修を進めていく。また、階段室内壁の改修工事のほか、消防設備

や電動書架、揚水・汚水ポンプ等の設備修繕も実施していく。 

 

４８ 総合体育館維持管理事業 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） 
■拡充 

□ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

指定管理者による管理運営は順調であり一定の

成果があるが、設備整備については、開館から３０

年経過していることから、老朽化が顕著であり、修

繕計画の作成と実施が急務となっている。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

指定管理者の体育館運営については、２０２０東京オリンピック・パラ

リンピックを見据えたイベント等の開催を計画していく必要がある。体育

館機能の維持については、大規模な修繕計画を関係部署等と共に作成、実

行が急務となる。 

 

４９ 文化財センター維持管理事業 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） 

□ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ｂ Ｂ 

本町六丁目遺跡の発掘調査状況を公開する遺跡

見学会（一般、学校対象）の開催により、郷土史へ

の関心を喚起し、文化財センター来館者数の増加、

刊行物の販売数の増加に寄与することができた。来

館者数３，５７７名 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

引き続き、郷土の歴史を身近に感じてもらうため、関心を呼び込む工夫

や検討を行いたい。現在の木造施設では文化財等を収蔵する上で必要な機

能の整備が不可能であることから、文化財所蔵施設を耐火建築物に替える

方策を検討する必要がある。 
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施策２ 学びを通した人づくり 担 当 

⑷  子どもの居場所づくり 生涯学習課 

施 策 内 容 と 

目 的 ・ 目 標 

子どもの安全な居場所づくりとして現在ある児童館、児童公園、図書館

等に加えて、各小学校で放課後子ども教室を実施し、放課後の安全な居場

所づくりを行うとともに、市立小中学校の開放や市内大学との連携による

施設利用を進める。 

事 業 展 開 と 

平成２９年度の 

計 画 ・ 目 標 

（ Plan ） 

５０ 放課後子ども教室 

平成３１年度までに一体型６校、連携型３校を整備するため、検討中。 

目標は参加人数２７，０００人、実施回数６００回 

 

 

 

 

平成２９年度の 

取 組 状 況 

（ Do ） 

・平成２９年度実績：参加人数 32,088人（小中学生）、実施回数 840回。 

・平成３０年度から放課後子ども総合プラン協議会を実施するために、放

課後子どもプラン運営委員会、校長会、学童主任会議等で検討、調整を

行った。９小学校のうち４小学校で先行して、協議会を実施するための

調整を行い、第三小学校、東小学校、前原小学校、本町小学校の４校に

決定した。 

・協議会の実施に向け、本町小学校にて、学校・学童・放課後子ども教室

関係者が集まり、プレ協議会を開催し、協議会の進行の仕方や内容等を

確認した。 

施 策 の 

進 捗 状 況 

学校、学童、放課後子ども教室の３者による協議会実施への調整ができ、

平成３０年度から先行４校で協議会を実施することになった。平成３１年

から後行５校で協議会を実施することで、一体型６校、連携型３校を整備

するという当初の目標は達成となる。 

 

５０ 放課後子ども教室 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） 

□ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ｂ Ａ 

協議会設置要綱整備、各関係者への説明および内

諾。放課後子ども教室関係団体への説明、承認等、

31 年度の目標達成に向け、様々な調整を行い、概

ね順調に進めることが出来た。平成２９年度の参加

者数、実施回数も、平成２９年度目標を達成するこ

とができた。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

平成３０年度は先行４校で協議会を実施し、関係者の連携、情報共有を

図っていく。同時に協議会の開催方法、開催内容、事後処理等も検証して

いき、平成３１年度の協議会９校実施体制に向け、要綱改正に向けた準備

や検証をしたり、後行５校の関係者に協議会実施の調整をするなど、目標

達成に向け、努力していく。 
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施策２ 学びを通した人づくり 担 当 

⑸  世代に応じた学習機会の充実 
図書館 

生涯学習課 

施 策 内 容 と 

目 的 ・ 目 標 

子どもから高齢者まで様々な世代の市民に向けて、より多くの学習機会

が提供できるように努めて次世代を担う子どもや青少年の育成等の学習

機会の充実を図る。 

事 業 展 開 と 

平成２９年度の 

計 画 ・ 目 標 

（ Plan ） 

５１ おはなし会事業                  （図書館） 

 児童に対する読書活動の推進を図るため、「おはなし会」等を実施する。

図書館児童サービス事業から評価対象に沿った名称に変更する。 

目標値は、本館が長期休館する影響を踏まえて１，８００人。 

５２ 青少年のための科学の祭典           （生涯学習課） 

より多くの青少年に科学の楽しさ、不思議さを体験してもらうととも

に、中学生として参加してもらうことで社会体験をしてもらう。 

来場者数９，０００人、中学生ボランティア６５人。 

５３ 家庭教育学級                 （生涯学習課） 

家庭教育の諸問題、家族関係、子どもの健康や遊び、文化等をテーマと

した講座・講演・イベントを各校１回の１４回企画・実施し、参加者数２，

８００人を目指す。 

５４ 少年自然の家維持管理事業           （生涯学習課） 

 少年自然の家（清里山荘）を自然の中で気軽に利用できる親しみのもて

る施設、安全で利用しやすい施設とすることを基本として、指定管理者制

度を導入し、効率的、経済的に管理運営する。 

利用者数８，０００人。 

５５ シニア世代のための地域参加講座        （生涯学習課） 

現役を退かれた方を対象にした、地域活動へのスムースな参画、楽しく

豊かな人生設計などを考える講座です 

 講座参加者数２００人 

 

 

 

 

平成２９年度の 

取 組 状 況 

（ Do ） 

【図書館】 

51 延べ開催回数８８回、延べ参加者人数 計１，３００名（本館３１回・

３３３名、東分室１０回・１４６名、緑分室１２回・２３１名、貫井

北分室３５回・５９０名） 

【生涯学習課】 

52 来場者数１０，３４５人、中学生ボランティア３０人 

53 １４小中学校で各１回ずつ実施。参加者人数２，３７２人 

54 市内施設利用者５，０７７人、市外施設利用者１，７７１人、 

合計６，８４８人 

55 全７回開催、参加人数９４人 

施 策 の 

進 捗 状 況 

【図書館】 

51 事業実施は本館長期休館中を除き、滞りなく実施できた。 

【生涯学習課】 

52 来場者は 1万人を超え、事業は滞りなく実施できた。実施時期が中学

校の定期テスト前であったり、部活動の試合等の兼ね合いもあり、中

学生ボランティア の応募者が少なくなっている。 

53 全学校で事業が実施され、滞りなく実施できた。 

54 施設利用者数は昨年度よりも若干増えているが、利用者の増加に向け

検討していく。 

55 地域活動への興味を持ってもらうような講座を企画し、実施している

が、目標の参加者数には達しなかった。 
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５１ おはなし会事業 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） ■ 拡充 

□ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ｃ 

予定どおり事業実施はできたが、参加者人数は貫

井北分室を除いて全体的に昨年度より減少した。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

図書館ホームページや館内掲示等での周知を継続するとともに、イベン

トや学校等を通じて、おはなし会のＰＲをしていく工夫が必要である。 

新しい試みとして、東分室で実施している「赤ちゃんのためのおはなし

会」を本館でも平成３０年度から「ととけっこうのおへや」として年７回

実施する。あわせておはなし会の名称を「ストーリー・タイム」へと変更

するとともに、参加対象年齢を「４歳以上」から、利用者要望のある「３

歳以上」へと見直す。 

 

５２ 青少年のための科学の祭典 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） 

□ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ｂ Ｂ 

科学の面白さ、楽しさを青少年に体験してもらう

ために、教育機関や地域の団体が協力し、事業を実

施した。ブースは１００ブース出展し、来場者数は

１０，３４５人であった。また、中学生の社会参加

のためにボランティアを募り、３０人が各ブースで

説明等を行った。事業の開催時期が中学生の定期試

験や部活動の大会等と重なってしまい、目標人数に

達してはいないが、参加した中学生へのアンケート

を見ると、充実感、達成感を得られたという内容が

多くあった。また、平成２９年度は同じ会場で市の

総合防災訓練も行われたため、事前の話し合い等を

行い、それぞれの事業が滞りなく開催できるように

努めた。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

出展ブースも１００前後あり、来場者も１万人を越える大きな事業とな

っているため、主催者の負担も大きくなっている。一つの団体の負担のみ

が大きくならないように、現状の事務分担を見直し、関係団体で協力しな

がら事業を行っていく。 

 

５３ 家庭教育学級 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） 

□ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ｂ 

各市立小・中学校ごとに、家庭教育の諸問題、家

族関係、子どもの健康や遊び、文化等をテーマとし

た講座・講演・イベント等を企画・実施し、全１４

校で講座等を開催した。各校様々な企画運営によ

り、２，３７２人の参加があり、概ね目標を達成し

た。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

それぞれの学校でどのような企画を行うかを検討する段階で、過去に行

われた他の学校の講座や、東京都等からの講師派遣可能なリストの提供等

を行っているが、今後も情報提供できるものを増やしていきたい。 
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５４ 少年自然の家維持管理事業 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） 
□ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ｂ Ｂ 

平成２９年度は非常用照明交換工事を行い、施設

の維持管理に努めた。また、施設利用者数は 6,848

人で目標には達しなかったため、利用者の増加につ

いて検討している。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

平成２９年度の利用者数は前年度から２０人の微増であったが、平成２

８年度から市立小学校の林間学校が３泊から２泊になって減少した人数

の回復には及んでいないため、利用者数の増加に向けた対策を指定管理者

とともに検討している。引き続き施設の有効利用について検討していく。 

 

５５ シニア世代のための地域参加講座 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） 
□ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ｃ Ｃ 

現役を退かれた方を対象に、地域活動への興味を

持っていただけるような講座、イベント等を実施し

たところ、昨年度よりは増加したが、参加者は９４

人にとどまった。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

講座参加者にアンケート調査を行い、アンケート結果等もふまえて、事

業終了後に事業の課題等の検証を行っているが、参加者が前年から微増の

状況となっている。講座内容が毎年似てしまっているため、次年度に向け

て、今までとは違う内容について検討していきたい。 
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施策２ 学びを通した人づくり 担 当 

⑹  多様な学習機会の提供 
図書館 

公民館 

生涯学習課 

施 策 内 容 と 

目 的 ・ 目 標 

 市民が障がいの有無や経済状況、国籍などの事情によらずに参加できる

学習機会の提供に努めるとともに、多様な人々への理解を深める学習活動

を展開し、豊かな心の育成を図る。また、文化芸術、スポーツなど、市民

文化の育成や健康づくりにつながる学習機会の充実にも努める。 

事 業 展 開 と 

平成２９年度の 

計 画 ・ 目 標 

（ Plan ） 

５６ 貸出サービス事業                 （図書館） 

 図書館の利用促進を図るため、図書館貸出冊数の増加に努める。従来の

一般貸出に加えて、障がい者サービス及び団体貸出サービスについても含

め、相対的に評価を行う。住民一人当たりの図書貸出数の目標値は、本館

が長期休館することの影響を踏まえて、昨年度実績同様の８．０冊 

５７ ITサポート事業「こがねいパソコン相談室」     （公民館） 

市民のデジタル・ディバイド（情報格差）の解消を図るため、個々人の

パソコン操作に伴うスキルアップやパソコンに関する具体的な問題につ

いて解決する。年間相談回数４６２回、延相談者数１，０００人 

５８ 市民が作る自主講座                （公民館） 

市民による幅広い内容の講座を実施できるよう支援する。あわせて自主

グループ化を目指す。市民の自主的な学習意欲を喚起・保障するとともに、

学習範囲を広げる。一般部門７講座、男女共同参画部門６講座、計１３講

座、延参加者数９００人 

５９ 青年国際交流講座「生活日本語教室」        （公民館） 

参加者の日本語による日常会話の技術向上、参加者同士及びスタッフと

の交流並びにイベント開催による日本文化への理解促進。年間４５回、延

参加人数１，０００人、延ボランティアスタッフ９００人 

６０ 市史編さん活動                （生涯学習課） 

小金井市の歴史を学術的に振り返り、今後の市政の発展や市民の郷土意

識の向上のため、小金井市史編さん資料編考古・中世、通史編の平成３０

年度刊行に向けた準備をすると共に、市史編纂資料第５７編を刊行する。 

６１ 古文書講座                  （生涯学習課） 

古文書の専門家に講師を依頼し、小金井市文化財センターにおいて、年

間３回講座を実施する。 

６２ 体育協会・総合型地域スポーツクラブ補助事業  （生涯学習課） 

婦人子供スポーツ大会参加者数 １，４００人、各種共催大会参加者数

７，５００人、卓球教室参加者数 １，８００人、ティーボール大会参加

者数 １５０人 

６３ スポーツ開放・学校開放事業          （生涯学習課） 

スポーツ開放校参加者数 ３，６００人、土曜スポーツクラブ参加者数

６００人、一中クラブハウス １１，３００人、南中テニスコート ６０人、

プール無料開放 ３，７００人 

６４ 市民体育祭                  （生涯学習課） 

延べ参加者数７，１４０人（平成２８年度実績） 

 

 

 

 

 

平成２９年度の 

取 組 状 況 

（ Do ） 

 

 

 

【図書館】 

56・住民一人当たりの図書貸出冊数      ７．６冊 

・団体貸出（学級文庫） 延９４団体 ２２，２５２冊 

団体貸出（その他）  延９３団体  ５，３３３冊 

・障がい者用図書貸出  録音テープ１４タイトル（７５巻）、 

デイジー図書（８４タイトル）  

【公民館】 

57 多くの市民のパソコン相談に応じることができ、パソコン操作のスキ
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平成２９年度の 

取 組 状 況 

（ Do ） 

 

ルアップ、パソコンに関する具体的な問題の解決が図られた。（年間相

談回数４６２回、延相談者数８５９人） 

58 市民が作る自主講座数は増えたが、延参加者数は減った。企画の内容

としては、公民館利用に関するものや地域の環境問題、趣味などの日

常を豊かにするものといった幅広い講座を実施できた。（一般部門 ８

講座、男女共同参画部門 ７講座、計１５講座。延参加者数７７３人） 

59 年間４５回実施、延参加人数１，５４４人、延ボランティアスタッフ

９５４人 

【生涯学習課】 

60 市史編纂資料第５７編刊行 

61 年間３回実施、延参加者数８６人 

62 婦人子供スポーツ大会参加者数 1,409人、各種共催大会参加者数 7,655

人、卓球教室参加者数 1,897人、ティーボール大会参加者数 247人 

63 スポーツ開放校参加者数 3,637人、 土曜スポーツクラブ参加者 453

人、一中クラブハウス 10,039人、南中テニスコート 111人、プール無

料開放 4,237人 

64 延べ参加者数７，０７８人 

施 策 の 

進 捗 状 況 

【図書館】 

56 貸出総数冊数は本館の長期休館の影響により落ち込んだことは否めな

いが、臨時窓口を開設したことで、本館利用者への貸出等の窓口業務

は休館中も継続できた。 

【公民館】 

57 継続的に実施することで、市民のパソコンのスキルアップにつなが

り、事業は順調に進んでいる。 

58 延参加者数は減ったものの、講座数は増加した。また、幅広い分野で

の講座を実施でき、事業は順調に進んでいる。 

59 参加者の日本語による日常会話の技術向上、参加者同士及びスタッフ

との交流並びにイベント開催による日本文化への理解が促進してお

り、事業は順調に進んでいる。 

【生涯学習課】 

60 資料の分析・研究及び写真撮影等、「資料編考古・中世」の編さんに

必要な調査ができた。事業は順調に進んでいる。 

61 市史編さん事業の成果を盛り込んだ講座内容であったため、延参加者

数は昨年より増加した。 

62 継続した事業で毎年実施しているため、毎年の参加者に加え新規の参

加もあり、参加者数が目標に達した。 

63 各事業とも周知されてきている。土曜スポーツクラブについては開催

日数の確保を行い、参加者数を増やしていく。 

64 大会数の減少及び各大会の参加者数の減少により、延べ参加者数が減

少している。 

 

５６ 貸出サービス事業 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） 
□ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ｂ Ｃ 

本館休館中は臨時窓口（別館）にて窓口業務を継

続し、団体貸出や障がい者サービスも行っていた

が、予想以上に利用が落ち込んだ。本館再開後の貸

出冊数も閉館前より減っている。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

平成３０年度も本館は内壁工事や外壁の調査委託などの改修工事や修

繕を実施するが、そのための特別休館は設けないようにスケジュールを調

整する。また、本館独自の事業を展開するなど、来館者を増やす工夫も検

討する。 
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５７ ITサポート事業「こがねいパソコン相談室」 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

相談者数は減ったが、継続的に実施することで市

民のパソコンのスキルアップにつながると思われ

る。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

数値的な指標の設定が難しい面があるが、理想の目標としては、相談に

より問題が解決することで、市民のＩＴに対するスキルアップが図られ、

相談者数が減ることである。一方で情報機器が進歩しており、今後も継続

的に実施する必要がある。 

 

５８ 市民が作る自主講座 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

延参加者数は減ったものの、講座数は増加した。

また、幅広い分野での講座を実施できた。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

応募者の希望により講座数の増減があったり、参加者の増減があったり

するが、数値目標だけで成果といえない性格もあると考える。引き続き、

説明会等の支援を行い、講座数や参加者数の増加につなげていく。 

 

５９ 青年国際交流講座「生活日本語教室」 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） 

□ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

参加者の日本語の日常会話の技術向上及び参加

者同士及びスタッフとの交流並びにイベント開催

による参加者の日本文化への理解を促進した。 

平成２８年度の目標値（年間４５回、延参加人数

８８５人、延ボランティアスタッフ９４７人）に対

して、年間４５回、延参加人数１，５４４人、延ボ

ランティアスタッフ９５４人の結果となった。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

平成３０年度に向けて、引き続き、市民生活に必要な日本語の日常会話

の学習や各種イベントを開催し、公民館を活用した外国籍市民との国際交

流事業として前年度実績程度を目標に継続する。 

 

６０ 市史編さん活動 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） 
□ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

市史「資料編考古・中世」、「通史編」の平成３０

年度刊行に向けた準備並びに市史編纂資料第５７

編の刊行について、当初予定とおり遂行することが

できた。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

市史の発行は平成３０年度の「資料編考古・中世」及び「通史編」の刊

行にて一旦終了の予定。市史刊行後の平成３１年度以降も、従来毎年実施

してきた古文書資料作成は継続していく予定である。 
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６１ 古文書講座 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

当初の目標とおりに、古文書の専門家に講師を依

頼し、小金井市文化財センターにおいて年３回講座

を実施した。延参加者数８６人 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

古文書に興味のある方へ基礎知識の習得を支援するとともに、今後も継

続していく予定。受講後、古文書に興味をもった方は自主グループへ参加

する流れとなるので、市史編纂資料の作成に協力してくださる人材発掘、

育成の機会としての意味合いもある。 

 

６２ 体育協会・総合型地域スポーツクラブ補助事業 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ｂ Ａ 

各事業の参加者は目標に達成しているところで

あるが、今後も市民ニーズや参加者数に注視し、よ

り魅力ある事業を実施することを目指す。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

各団体の役割に応じた事業実施、補助金額の妥当性について、定期的に

確認・見直しを図りながら団体の活動に対して補助をしていく。 

 

６３ スポーツ開放・学校開放事業 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） 
□ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

実施日数が大幅に減少した土曜スポーツクラブ

を除き、おおむね目標に達成している。施設や利用

団体との調整により、実施、開放日数の確保が課題

である。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

土曜スポーツクラブについては、実施日数の確保に努める。また、学校

開放については、引き続き学校との連携を図っていく。 

 

６４ 市民体育祭 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ｂ Ｂ 

競技人口の減少に伴い、大会数が３０種目から２

８種目となった。競技人口を増やすことが課題であ

る。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

大会によっては参加人数の増減がある。それぞれの結果（人数）の理由

を探り、関係団体との間で、諸事情の情報共有と問題点、改善策を明確に

し、対応していく。 
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施策３ 学びを活かしたまちづくり 担 当 

⑺  歴史に親しむ機会の提供 生涯学習課 

施 策 内 容 と 

目 的 ・ 目 標 

「玉川上水・小金井桜整備活用計画」（平成 22年 3月策定）に基づき、

関係機関、市民と協働で史跡玉川上水及び名勝小金井（サクラ）のよりよ

い整備活用を図る。 

事 業 展 開 と 

平成２９年度の 

計 画 ・ 目 標 

（ Plan ） 

６５ 名勝小金井（サクラ）復活プロジェクト 

 市民協働でヤマザクラを補植するとともに、小金井（サクラ）整備区間

におけるサクラ並木復活事業の検証をおこなう。 

 

 

 

 

平成２９年度の 

取 組 状 況 

（ Do ） 

小金井橋から新小金井橋までの約５５０ｍ範囲の両岸を新たな整備区間

に設定する平成２９年度から平成３１年度までの３ヵ年計画を策定した。   

初年度の整備として、東京都及び市民団体と連携し、１５本のヤマザク

ラを補植し、さらに平成２２年度以降に植樹されたヤマザクラの生育状況

を１６６所調査した。 

施 策 の 

進 捗 状 況 

東京都等と連携し新たな整備区間でヤマザクラの補植ができたので、事

業としては、順調に進んでいると思われる。 

 

６５ 名勝小金井（サクラ）復活プロジェクト 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） 

□ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ａ 

小金井橋から新小金井橋間を整備区間とした平

成２９年度からの新たな３ヵ年計画を立て、関係機

関や市民と協働でヤマザクラの捕植等を実施する

ことで、史跡玉川上水及び名勝小金井（サクラ）の

整備の推進を図ることができた。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

 サクラ並木の整備については、計画的に補植を進めていく。小金井橋以

西の市境周辺のサクラ並木は近隣市と協力しながら事業を行っていく。本

事業の意義について広く市民に周知を図り、理解を得るよう努める。 
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施策３ 学びを活かしたまちづくり 担 当 

⑻  地域人材・リーダーの育成と活用の促進 生涯学習課 

施 策 内 容 と 

目 的 ・ 目 標 

 市民の求める様々な学習形態や内容に応えるため、地域で生涯学習を支

える人材の育成と積極的な活用を図るとともに、活動をけん引するリーダ

ーの育成に努める。 

事 業 展 開 と 

平成２９年度の 

計 画 ・ 目 標 

（ Plan ） 

６６ ボランティアセミナー 

小平市、国分寺市、小金井市、東京学芸大学と連携し、コーディネータ

ーや学習アドバイザーなどのボランティアを養成する講座を開催する。 

受講者数１６０人 

６７ スポーツ推進委員事業 

障がい者スポーツ指導員（初級）資格取得１３人（５０％以上） 

研修会等への参加人数延べ１５０人 

 

 

 

 

平成２９年度の 

取 組 状 況 

（ Do ） 

ボランティアセミナーでは、小平市、国分寺市、小金井市、東京学芸大

学と連携し、各市で必要と考える講座を企画し、実施した。受講者数は、

１３９人であった。 

スポーツ推進委員事業では、障がい者スポーツ指導員（初級）は、４人

の委員が取得し、研修会の参加人数は延べ１３２人であった。 

施 策 の 

進 捗 状 況 

ボランティアセミナーを受講した人が、継続してボランティア等に参加

してもらえるように努めていく。 

障がい者スポーツ指導員（初級または中級）資格取得者は、１３人であ

るが、平成３０年度には改選があることから、研修等を含め、改選後も引

き続き推進委員の育成に努めていく。 

 

６６ ボランティアセミナー 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） 
□ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ａ Ｂ 

小平市、国分寺市、小金井市、東京学芸大学と連

携し、各市で必要と考える講座を企画し、実施した

ところ受講者数は１３９人であり、概ね目標を達成

できた。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

受講者のアンケートや、前年度の受講内容、受講者数を参考にしながら、

その年度の講座内容を検討している。平成２９年度は前年度よりも受講者

数が減っているため、これまでの内容を再検証し、講座の内容を検討して

いきたい。 

 

６７ スポーツ推進委員事業 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ｂ Ｂ 

ニュースポーツ出前教室、小学校での体力測定補

助など学校授業への支援、放課後子ども教室、子供

会等の運動指導の支援を実施した。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

障がい者への指導の支援ができるように、障がい者スポーツ技術、指導

力の向上を取得しながら、平成３０年４月リニューアル開校の特別支援学

校との連携を深めていく。 
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施策４ 学び合いのネットワークづくり 担 当 

⑼  生涯学習の市外との広域連携の推進 図書館 

施 策 内 容 と 

目 的 ・ 目 標 

多様化・高度化する利用者ニーズに応えるために、市外の図書館等と連

携を図っていく。 

事 業 展 開 と 

平成２９年度の 

計 画 ・ 目 標 

（ Plan ） 

６８ 広域連携 

近隣市の図書館との相互利用の拡充、大学図書館利用の推進 

 

 

 

 

平成２９年度の 

取 組 状 況 

（ Do ） 

・農工大学図書館（小金井、府中） 延べ利用件数 １２８件 

・東京経済大学図書館       延べ利用件数  ８２件 

・紹介状発行                   １１件 

 

亜細亜大学図書館が実施している中学生・高校生対象の「亜細亜大学図

書館体験プログラム」の周知を、平成２９年度より図書館ホームページに

も掲載し協力を開始した。 

施 策 の 

進 捗 状 況 

農工大学図書館、東京経済大学図書館の利用は順調に伸びている。農工

大学図書館は、夏季期間中は市内高校生に学習室の開放も実施している。

近隣市の図書館との相互利用拡充については、引き続き努めていく。 

 

６８ 広域連携 

自 己 評 価 （ Check ） 今後の事業展開 

H28 Ｈ２９ 評価の説明（成果と課題） □ 拡充 

■ 継続（現状維持） 

□ 見直し（手法等） 

□ 廃止（縮小） 
Ｂ Ｂ 

近隣市の図書館との連携にさらなる進展が見ら

れなかった。 

今 後 の 方 向 性 

と 改 善 策 

（ Action ） 

小金井市民が大学図書館や近隣市の図書館を直接来館して利用できる

ようなど、相互連携体制を整えていくためには、長期的な視点で取り組ん

でいく必要がある。また、大学（学生）の強みを図書館事業に活用できな

いか検討を進めていく。 

 



56 

 

平成３０年度 点検及び評価に係る学識経験者の意見 

 

小金井市教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６

条第２項及び小金井市教育委員会の事務の管理及び執行の状況についての

点検及び評価の実施に関する要綱に基づき、平成３０年度（平成２９年度評

価分）における小金井市教育委員会の点検及び評価を実施するに当たり、学

識経験者から御意見をいただきました。 

 

  釼持 勉 委員（帝京科学大学 教授） 

  小金井市教育委員会の点検及び評価報告書では、「学校教育」におい

ては B 以上が 97.7%「生涯学習」では 84%以上となり、各事業が推進

されていることが判断できる。次の 5 点を課題として各事業の充実を図

ることが求められる。 

 

⑴ 新規採用教員の質保証と資質の向上 

平成 31 年度東京都教員採用試験の倍率を見ると小学校 2.7 倍(3.6)、

中学校 5.0 倍(9.7)［括弧内は昨年度倍率]となり、急激な低下傾向と

なっている。新規採用教員、期限付き教員等の質保証が欠かせない事

態になっている。学級経営を基軸にして教育委員会、学校の入口論を

強化する必要がある。 

⑵ 教師の働き方改革の推進 

公立学校教員が教職の魅力を語ることができるよう教育委員会が

できる時間管理と同時に教師自身の働き方改革が推進できるよう学

校態勢を管理職のマネジメント力によって克服する必要がある。 

⑶ ＩＣＴ推進と授業改善の在り方 

教育の不易と流行が欠かせない学校現場において、教師の板書に代

表される書字力の低下が叫ばれている。一単位時間の板書構想があっ

てこそ ICT 活用が生かされるものである。ICT ありきの教育にならな

い授業改善が優先される必要がある。 

⑷ 教師の資質向上と授業改善の在り方 

本市では教師一人一人が研究授業を実施している数少ない教育委

員会である。この推進状況を継続しつつ、特に主任教諭の質向上を図

る必要がある。次世代の人材育成でもあり、この職層の充実が学校改

革の原動力となる。 

⑸ 生涯学習でのＣ評価としての事業の在り方 

前年度に対比して利用者などの人数によって評価をすることから

内容の充実によって評価をすることも必要となる。前年度踏襲型から

今の時代の生きる内容に転換する先見性が求められる。 
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  腰越 滋 委員（東京学芸大学 准教授） 

今回評価の平成 29 年度は、｢第２次 明日の小金井教育プラン(平成

28 年度から平成 32 年度まで)｣及び｢第３次小金井市生涯学習推進計

画｣の、それぞれ２年度目ということになり、前年度比較が可能である。

それにも拘わらず、｢学校教育｣の評価結果も｢生涯学習｣のそれも、Ａ

評価からＳ評価へのランクアップは 1 項目もない。しかしこれらは、

甘く点検・評価を行うのではなく、寧ろ厳正に行おうとする姿勢の現

れとも理解したい。 

また評価表のフォーマットが、前年度までのそれから若干改変され

ている。具体的には、｢学校教育｣16 施策、｢生涯学習｣9 施策の各項目

に、それらに属する事業数ごとに整理し、まとめて評価表記するよう

になっており、構造把握がしやすくなった。加えて、事業ごとに｢今後

の事業展開｣を拡充・継続・見直し・廃止の何れかで示す欄も設けられ

ており、各事業の見通しが明示されるようにもなった。ともすると、

定型フォーマットの枠組みの下、評価がスタティックで形骸化するリ

スクを抱える中、改善や進化の意識が窺え、好印象をもった。 

これら全体への印象を申し述べた上で、以下｢学校教育｣・｢生涯学習｣

の順に、意見具申したい。 

 

まず第一に｢学校教育｣であるが、報告書本文(12 頁)にあるように、

Ｄの達成困難や未着手の項目が皆無となったことは喜ばしい。具体的

には｢9.保護者を対象にした講演会の実施｣が該当するが、前年度まで

は結果的には検討に至らなかった講演会が、平成 29 年度には実施にこ

ぎつけたことは大きい。但し、学校単位での実施の方が効果的だとす

る改善案も提示されている。これは、単に教育委員会主催で講演会を

実施して終わりということではなく、より効果的に保護者に働きかけ

が出来る形に、講演会企画を進化させていこうとする｢実施手法の見直

し｣を意図するものとも解されよう。 

その他のランクアップ項目を見てみると、Ｃ（達成見込みだが一部

課題あり）からＢ（概ね達成）へと上昇したのは、｢24.意図的､計画的

なキャリア教育の実施｣、｢26.教員及び児童・生徒の地域行事への参加｣

である。またＣからＡ（達成）への上昇は、｢39.教育用ＩＣＴ機器の

整備｣の事業である。さらにＢからＡの上昇は、｢40.校務用ＩＣＴ機器

の整備｣事業、そしてＤからＡの上昇は、｢42.非構造部材整備事業｣と

なっている。 

これらのうち特に言及したいのは、｢24.意図的､計画的なキャリア教

育の実施｣、｢39.教育用ＩＣＴ｣、｢40.校務用ＩＣＴ機器の整備｣の 3

項目についてである。24.については、単に職場体験・訪問を継続拡大

するだけではなく、働くことの意味や社会人となることの意義などに

ついての授業・講演を加えていくことを提案する。というのは、27 頁
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にいみじくも示されるように、将来の夢や希望の保有率が、小学生時

代よりも中学生期になると下がっているという現実があるからであ

る。確かに実態として、長じるにしたがって夢を諦め、希望を持つ者

の比率が低くなることは否定できない。しかし、そのことが或いは日

本の青少年の自尊感情の低さに結びつき、ひいては現在社会問題化す

る｢ひきこもり｣の問題にすら繋がっているようにも思われ、看過はで

きない。 

寧ろキャリア教育においては、職業について熟考できるようにする

ことはもとより、自分が専心できる仕事をみつけ、それに誇りをもっ

て、社会に参入できるようになる意識を、児童・生徒に育むことにあ

るのではないか。そうであるならば、職場体験・訪問を経験するだけ

では不十分であり、自分の能力いっぱいに、誇りの持てる仕事を通し

て社会貢献しようとする意識を、児童・生徒に涵養する必要があろう。

その意味で、キャリア教育事業の更なる工夫・発展を期待したい。 

続いて、39.と 40.についてである。ＩＣＴ機器が児童・生徒用のみ

ならず、教師の校務用にも整備されつつあることは、時代の流れから

して当然である。リース契約を基本に、ハードウェアは常に最新のも

のを常備できるようになることが理想であろう。加えて、情報漏洩の

リスクを恐れるあまり、学校での教育関連情報データ保管に神経質に

なりすぎる事例に遭遇したことから、いたずらに USB の持ち出し禁止

とやるよりも、パスワードをかけたＵＳＢへのデータコピーを、教諭

には認める等、データ管理の知恵を、教諭はもとより児童・生徒にも

インストラクトしていく必要がある。というのは、情報のデジタル化

がどんなに進展しても、漏洩を恐れる余りの禁止事項が増えすぎると、

利便な機器の普及が、運用においてはかえって逆機能するからである。

寧ろこれからは、情報をハンドルする知恵やスキルをも、ICT 機器の

整備とセットでインストラクトしていく時代なのではあるまいか。 

 

第二に、｢生涯教育｣の各事業について言及する。ここでは評価を下

げた事業のうち、特に｢51.おはなし会事業｣(Ａ→Ｃ)と、｢56.貸出サー

ビス事業｣(Ｂ→Ｃ)について触れたい。51.については改修工事に伴う

閉館期間なども影響して参加者人数減少が生じ、不可避的な評価ダウ

ンかと思われる。だが、図書館ＨＰをフェイスブックに連動させるな

どの工夫により、スマートフォンからでも、簡単に情報収集できるよ

うにすることにより、更に広く乳幼児をもつ母親たちに周知できるよ

うになるのではなかろうか。読み聞かせは、学力涵養以前の土台とも

なる｢非認知能力｣の育成に効果的だと考えられるため、家庭環境に恵

まれない子どもたちにも経験させたいと思料する。そのためには母親

への周知だけではなく、おはなし会の模様を動画撮影し、ＳＮＳを利

用して配信するといった、図書館に集えない母子にも利用できるよう

な手立てをも講ずることが出来るのではあるまいか。 
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次に 56.であるが、これについても大人へのサービスのみならず、

子どもへのサービスも含まれてほしい。図書館の改修・修繕期間中は、

一定の制限も致し方ないが、｢親が読むから子どもも読む｣という良循

環をつくることは、学力格差の問題が喧伝される日本の現況に照らし

ても、意味あることのように思われるからである。 

以上、更なる発展を期して、平成 30 年度(平成 29 年度事業)の評価

とさせて頂く。 

 

  三浦 巧也 委員（東京農工大学 准教授） 

報告書はＰＤＣＡサイクルを基に作成されており、大変よく整理され

ていると思われる。今後、評価の向上を果たすために、以下の点におい

て再検討されることが期待される。 

 

【全体】 

評価そのものについて、実施の回数等による方法論的評価が多い。し

かしながら、事業の目標には、本質的（構造論的）評価を求めている事

業が大半を占めている。目的（目標）と手段を見極め、真に事業を適正

に評価する仕組みを精査することが望まれる。学校教育では、学習にお

いて事前・事後の振り返りが設定されている。これまでの学校教育で培

われている英知を最大限に生かすことが、次年度への展望となろう。 

 

【学校教育】 

⑴ 教育相談の充実について、既存の教育相談所の機能を評価に盛り込

んだほうが、より市全体として有機的な支援活動になると考える。ま

た、教育相談と特別支援教育及びスクールソーシャルワーク（福祉分

野）の 3 領域が、協働する事項を点検内容に加えるとよいと思われる。 

⑵ 特別支援教室の実施であるが、既に他自治体では事業そのもののメ

リット・デメリットが整理されつつある。子どもの成長を第一に考慮

して、最善の支援が展開出来るように、事業の効果測定をどのように

定めて実施するか、今後の課題であると指摘したい。 

⑶ 障害の「害」という文字の使用については、文部科学省では「害」

が使用されているが、市として今後どのような文字を使用していく

か、再検討したほうがよいかもしれない。 

 

【生涯学習】 

⑴ 全体的に、様々な取り組みが実施されていることがよく理解出来

た。今後は、得られた評価を生かして、市民に対してどのように事業

案内をしていくかを熟考する必要がある。例えば、通信販売等のチラ

シや美容関係のホームページを参考にして、市民が自ら参加してみた

いと主体的に感じられる案内・情報を作成・発信することが期待され
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る。 

⑵ 子どもの居場所作り事業については、大変よい取り組みである。し

かしながら、子ども教室に参加する子どもの中には、様々な困難さが

ある子どもも当然来室するであろう。学校と連携して子どもの共通理

解を深め、子ども教室に関わる大人が子どもへの対応に関して、専門

的な知識を習得する必要があると考える。単に場所としての提供では

なく、子どもたちの「心」の居場所にもなることを期待したい。そし

て、縦割りの行政上の取り組みにせず、他部署間での協働を果すこと

が展望となろう。 
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参考資料 

 

 

１ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31年法律第 162 号） 

 

（抜粋） 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）  

第二十六条   教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定

により教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項

の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び

執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、

これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。  

２  教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識

経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 

 

 

２ 小金井市教育委員会の事務の管理及び執行の状況についての点検及び

評価の実施に関する要綱（平成 21 年 10 月 28 日制定） 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年

法律第１６２号）第２７条第１項の規定に基づき、小金井市教育委員会（以

下「教育委員会」という。）の権限に属する事務の管理及び執行の状況につい

ての点検及び評価（以下「点検及び評価」という。）を行い、課題や取組の方

向性を明らかにすることにより、効果的な教育行政の一層の推進を図ること

を目的とする。  

（実施方法）  

第２条 点検及び評価は、小金井市教育委員会の基本方針に基づく主要な施策

（毎年度策定）を対象とする。 

２ 点検及び評価は、前年度の施策及び事業の進ちょく状況を総括するととも

に、課題や今後の取組の方向性を示すものとし、毎年度１回実施する。  

３ 教育委員会は、前年度の施策及び事業の進ちょく状況等を取りまとめ、次

条の点検及び評価に関する有識者の意見を聴取した上で、点検及び評価を行

うものとする。  

（点検及び評価に関する有識者） 

第３条 教育委員会は、点検及び評価を行うに当たり、教育に関して学識経験

を有する者の知見の活用を図るため、点検及び評価に関する有識者（以下「有

識者」という。）を置く。  

２ 有識者の定数は、３人以内とする。  

３ 有識者は、教育に関して学識を有する者の中から、教育委員会が委嘱する。 
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４ 有識者の任期は、３年とする。ただし、再任を妨げない。  

５ 有識者に欠員が生じた場合の補欠者の任期は、前任者の残任期間とする。  

（議会報告及び公表）  

第４条 教育委員会は、点検及び評価に関する報告書を作成して小金井市議会

へ提出するとともに、公表するものとする。  

（庶務） 

第５条 点検及び評価の実施に関する庶務は、学校教育部庶務課において行う。 

付 則 

（施行期日）  

１ この要綱は、平成２０年１０月２８日から施行する。  

（経過措置）  

２ 平成２０年度に実施する点検及び評価に限り、第２条第１項中「小金井市

教育委員会の基本方針に基づく主要な施策（毎年度策定）」とあるのは、「小

金井市教育委員会の基本方針に基づく学校教育の指導目標、社会教育の目標」

とする。 

 

 

３ 平成２９年度教育委員会運営状況 

 

⑴ 会 議 

定例会 １２回 

臨時会  ２回 

  

⑵ 委 員 

委 員 名 任  期 備  考 

山 本 修 司 
自 ２７．１０． １ 

至 ３０． ３．３１ 
教育長 

鮎 川 志 津 子 
自 ２８．１２． １ 

至 ３２．１１．３０ 
教育長職務代理者 

福 元 弘 和 
自 ２６． ４． １ 

至 ３０． ３．３１ 
 

渡 邉 恭 秀 
自 ２５． ７．１１ 

至 ２９． ７．１０ 
 

岡 村 理 栄 子 
自 ２６． ４． １ 

至 ３０． ３．３１ 
 

浅 野 智 彦 
自 ２９． ７．１１ 

至 ３３． ７．１０ 
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 ⑶ 定例会・臨時会の審議事項 

会 議 名 

年 月 日 
審     議     事     項 

第  ４  回 

定 例 会 

29.4.13 

議 案 第 ９ 号 

報 告 事 項 

小金井市公民館運営審議会委員の委嘱について 

１ 平成２９年度教育委員会の主な事業について  

２ 平成２９年度学級編制について  

３ 寄付の収受について 

４ 小・中学校教育管理職及び教員の異動について  

５ 教育課程の届出報告について  

６ 平成２９年度研究奨励校等について  

７ その他 

８ 今後の日程 

第  ５  回 

定 例 会 

29.5.9 

報 告 事 項 １ 平成３０年度使用小学校「特別の教科 道徳」教

科用図書の採択について 

２ 小学校オーケストラ鑑賞教室について  

３ その他 

４ 今後の日程 

第 ６ 回 

定 例 会 

29.5.23 

議案第１０号 

 

議案第１１号 

議案第１３号 

議案第１４号 

 

報 告 事 項 

 

 

 

 

議案第１２号 

教育委員会事業場安全衛生委員会委員の任命につい

て 

小金井市社会教育委員の委嘱について  

小金井市公民館企画実行委員の委嘱について  

小金井市公民館運営審議会規則の一部を改正する規

則について 

１ 中学校合唱鑑賞教室について  

２ 小金井市社会教育委員候補者選出要綱の一部改

正について 

３ その他 

４ 今後の日程 

職員の人事上の措置について 

第  ７  回 

定 例 会 

29.7.11 

選 第 １ 号 

報 告 事 項 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第１５号 

小金井市奨学資金運営委員会委員の推薦について 

１ 平成２９年第２回小金井市議会定例会について 

２ 平成３０年度使用小学校「特別の教科 道徳」教

科用図書の採択について 

３ 海の移動教室について 

４ 図書館本館空調設備改修工事について 

５ （仮称）小金井市新福祉会館建設基本計画（素案）

について 

６ その他 

７ 今後の日程 

職員の退職について 
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第 ８ 回 

定 例 会 

29.7.25 

議案第１６号 

 

報 告 事 項 

 

代 処 第 ６ 号 

議案第１７号 

平成３０年度使用小学校「特別の教科 道徳」教科用

図書の採択について 

１ その他 

２ 今後の日程 

職員の分限処分について 

教員の人事異動について 

第 ９ 回 

定 例 会 

29.8.24 

議案第１８号 

 

議案第１９号 

 

議案第２０号 

議案第２１号 

報 告 事 項 

 

 

 

 

 

 

代 処 第 ７ 号 

平成２９年度小金井市教育委員会の権限に属する事

務の管理及び執行の状況の点検及び評価について  

平成３０年度小金井市立小・中学校特別支援学級使用

教科用図書の採択について 

小金井市社会教育委員の委嘱について  

小金井市公民館運営審議会委員の委嘱について 

１ 平成２９年度就学援助制度にかかる認定状況に

ついて 

２ 小学校第６学年の林間学校について  

３ 図書館本館の長期休館について 

４ 公民館中長期計画の策定について（答申） 

５ その他 

６ 今後の日程 

教員の人事異動に関する代理処理について  

第 １ ０ 回 

定 例 会 

29.10.10 

代 処 第 ８ 号 

選 第 ２ 号 

議案第２２号 

議案第２３号 

議案第２４号 

報 告 事 項 

職員の人事異動に関する代理処理について  

小金井市奨学資金運営委員会委員の推薦について  

小金井市図書館協議会委員の委嘱について  

小金井市公民館運営審議会委員の委嘱について 

小金井市立学校文書取扱規程の一部を改正する規程  

１ 平成２９年第３回小金井市議会定例会について  

２ 図書館貫井北分室及び東分室の事業運営委託評

価の結果について 

３ 公民館貫井北分館及び東分館の事業運営委託評

価の結果について 

４ その他 

５ 今後の日程 

第 １ 回 

臨 時 会 

29.10.31 

協 議 第 １ 号 新しい時代の公民館の在り方について（案）（小金井

市公民館の中長期計画策定に当たって）  

第 １ １ 回 

定 例 会 

29.11.7 

代 処 第 ９ 号 

協 議 第 ２ 号 

議案第２５号 

 

報 告 事 項 

職員の人事異動に関する代理処理について  

教育に関する事務に係る予算に対する意見について  

教育委員会事業場安全衛生委員会委員の任命につい

て 

１ 平成３０年度新入学児童・生徒について  
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２ 平成２９年度結核対策委員会の開催結果につい

て 

３ 学校事務の共同実施について  

４ その他 

５ 今後の日程 

第 １ ２ 回 

定 例 会 

29.11.21 

協 議 第 ２ 号 

報 告 事 項 

 

 

 

代処第１０号 

教育に関する事務に係る予算に対する意見について  

１ 総務省『「次世代学校ＩＣＴ環境」の整備に向け

た実証』の研究指定について 

２ その他 

３ 今後の日程 

職員の分限処分に関する代理処理について  

第 １ 回 

定 例 会 

30.1.9 

代 処 第 １ 号 

 

報 告 事 項 

 

 

 

代 処 第 ２ 号 

代 処 第 ３ 号 

代 処 第 ４ 号 

議 案 第 １ 号 

小金井市公民館企画実行委員の解嘱に関する代理処

理について 

１ 平成２９年第４回小金井市議会定例会について  

２ 図書館本館の開館について 

３ その他 

４ 今後の日程 

職員の分限処分に関する代理処理について  

職員の分限処分に関する代理処理について  

職員の分限処分に関する代理処理について  

職員の人事上の措置について 

第 ２ 回 

定 例 会 

30.2.13 

代 処 第 ５ 号 

 

代 処 第 ６ 号 

 

議 案 第 ２ 号 

 

報 告 事 項 

 

 

 

 

議 案 第 ３ 号 

議 案 第 ４ 号 

小金井市立南小学校学校医の解嘱に関する代理処理

について 

小金井市立南小学校学校医の委嘱に関する代理処理

について 

小金井市教育委員会の教育目標、基本方針及び平成３

０年度教育施策について 

１ 平成２９年第４回小金井市議会定例会について  

２ 就学援助制度の認定基準の見直しについて 

３ 第３０回多摩郷土誌フェアの開催について 

４ その他 

５ 今後の日程 

職員の分限処分について 

校長・副校長の任命（転任・新任）に係る内申につい

て 

第 １ 回 

臨 時 会 

30.3.16 

議 案 第 ５ 号 小金井市教育委員会教育長の辞職の同意について 



66 

 

第 ３ 回 

定 例 会 

30.3.27 

代 処 第 ７ 号 

 

議 案 第 ６ 号 

議 案 第 ７ 号 

議 案 第 ８ 号 

報 告 事 項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代 処 第 ８ 号 

代 処 第 ９ 号 

議 案 第 ９ 号 

第２７期小金井市スポーツ推進委員の解嘱に関する

代理処理について 

学校医及び学校薬剤師の解嘱について  

学校医及び学校薬剤師の委嘱について  

第２８期小金井市スポーツ推進委員の委嘱について  

１ 学区域の見直しの検討状況について  

２ 平成３０年度就学援助制度について  

３ 働き方改革について 

４ 不登校児童生徒支援モデル事業について  

５ 市立小学校特別支援教室の開設について  

６ 総務省『「次世代学校ＩＣＴ環境」の整備に向け

た実証』の研究について 

７ 図書館の蔵書点検の結果について  

８ その他 

９ 今後の日程 

10 平成３０年度小金井市立学校長・副校長等の人事

異動について 

職員の分限処分に関する代理処理について  

職員の併任に関する代理処理について  

職員の人事異動について 
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４ 平成２９年度 小金井市立小・中学校 学校行事・連合行事等日程表 

番号 行事等 一小 二小 三小 四小 東小 前原小 本町小 緑小 南小 一中 二中 東中 緑中 南中
５／１５（月） ６／７（水） ５／２２（月） ５／２４（水） ５／２９（月） ５／３１（水） ６／５（月） ５／１７（水） ５／１０（水）

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

５／１７（水） ６／９（金） ５／２４（水） ５／２６（金） ５／３１（水） ６／２（金） ６／７（金） ５／１９（金） ５／１２（金）

７／３０（日） ７／２４（月） ８／１（火） ８／７（月） ７／２８（金） ７／２２（土） ７／２６（水） ８／３（木） ８／５（土）

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

８／１（火） ７／２６（水） ８／３（木） ８／９（水） ７／３０（日） ７／２４（月） ７／２８（金） ８／５（土） ８／７（月）

９／１３（水） ６／２０（火） ６／２８（水） ９／１５（金） ９／１１（月）

↓ ↓ ↓ ↓ ↓

９／１５（金） ６／２２（木） ６／３０（金） ９／１７（日） ９／１３（水）

９／６（水） ９／１７（日） ９／２２（金） ９／１１（月） １０／３（火）

↓ ↓ ↓ ↓ ↓

９／８（金） ９／１９（火） ９／２４（日） ９／１３（水） １０／５（木）

5 特別支援学級移動教室

6 小学校オーケストラ鑑賞教室

7 中学校合唱鑑賞教室

8 連合音楽会

9 連合作品展

10 小金井教育の日

11 始業式・入学式

12 修了式

13 卒業式

14 周年行事 １０／２０（金） １１／２（木）

15 研究発表会 １２／１（金） １／３１（水）

運動会 運動会 運動会 運動会 運動会 運動会 運動会 運動会 運動会 運動会 運動会 運動会 体育会 体育大会

９／３０（土） ５／２０（土） ９／３０（土） ９／３０（土） ９／３０（土） １０／7（土） ９／３０（土） ９／３０（土） ９／３０（土） 6／３（土） 6／３（土） ５／２７（土） 6／３（土） ５／２７（土）

音楽会 学芸会
さく らんぼ

コンサート

学習発表会

(展覧会) 展覧会 けやき祭Ⅱ 学芸会 みどりの発表会 学習発表会 ふじがね祭 音楽祭 合唱コンクール 文化発表会 合唱コンクール

１１／１１（土） １１／１７（金） １１／１0（金） １１／１6（木） １１／１７（金） ２／２３（金） １１／１７（金） １１／１７（金） １１／１７（金） １０／2３（月） １０／２６（木） １０／２５（水） １０／１６（月） １０／２５（水）

１１／１８（土） １１／１1（土） １１／１７（金） １１／１８（土） ２／２４（土） １１／１８（土） １１／１８（土） １１／１８（土） １０／１７（火）

１１／１８（土）

17 文化的行事

修了式３／２２（木）　　 　　　　　　　　　　　　修了式３／２３（金）　

卒業式３／２３（金） 　　　　　　　　　　　　卒業式３／１６（金）

16 体育的行事

１０／２７(金)　（小金井　宮地楽器ホール)

１／１９(金)～１／２３(火)　（小金井　宮地楽器ホール)

２／７(水)　（小金井　宮地楽器ホール)

始業式・入学式４／６（木）　　 始業式４／６（木）　入学式４／７（金）　

梅の実６／８（木）～６／９（金）・さくら１０/５（木）～１０/６（金）・ひまわり１０/１２（木）～１０/１３（金） Ｇ組　５/２４（水）～５/２６（金）　・６組　５／１７（水）～１９（金）

４／２５（火）　（武蔵野市民文化会館）

５／１１（木）　（武蔵野市民文化会館）

3 山の移動教室（中２年）

4 修学旅行（中３年）

1 海の移動教室（小５年）

2 林間学校（小６年）
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